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第８回日本アゼルバイジャン経済委員会合同会議 

プログラム 

 

時間 プログラム 

9:00-9:30 レジストレーション 

 

9:35-9:40 

 

9:40-9:45 

9:45-9:48 

9:48-9:55 

【開会挨拶】 

●小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長／伊藤忠商事㈱代表取締役

副社長執行役員 

●シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長・副首相 

●岸信夫・外務副大臣 

●ハラホフ・アゼルバイジャン共和国外務省次官 

 

 

10:00-10:15 

 

10:15-10:30 

 

 

 

10:30-10:40 

 

10:40-10:55 

 

10:55-11:05 

 

11:05-11:15 

 

 

11:15-11:25 

 

11:25-11:35 

 

11:35-11:45 

 

 

11:45-11:50 

 

11:50-12:10 

 

 

【基調講演】 

 ●小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長 

 「日本・アゼルバイジャン二国間経済関係の現状と展望」 

●シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長・副首相 

「アゼルバイジャンの社会経済発展の現状および日本・アゼルバイジャン経済関係

の発展」 

【報告】 

①柳沢香枝 （独）国際協力機構（JICA）東・中央アジア部部長 

「アゼルバイジャンにおけるJICAの活動と今後の協力可能性」 

②N.サファロフ アゼルバイジャン共和国経済産業省次官 

「アゼルバイジャンの経済・貿易・投資環境整備政策の現状と日本との経済協力」 

③I.マメドフ アゼルバイジャン共和国通信・情報技術省次官 

「情報技術分野における日本との協力の可能性」 

④山崎徳夫 伊藤忠商事㈱バクー事務所長 

「スマート街路照明サービス～必要最低限の費用で最大限の省エネ、維持管理の

効率化を実現～」 

⑤A.バダロフ アゼルバイジャン共和国代替・再生可能エネルギー庁長官 

「アゼルバイジャン共和国代替・再生可能エネルギー庁の役割と今後の展望」 

⑥J.バイラモフ アゼルバイジャン共和国教育省次官 

「日本とアゼルバイジャンとの教育・人材育成分野での協力の可能性」 

⑦足立誠 川重テクノロジー㈱システム開発事業部ITシステム部 

谷義隆 国際計測器㈱試験器営業部 

「日本防災プラットフォーム個別検討会プロジェクト」 

⑧E.ナシロフ アゼルバイジャン国営石油会社（SOCAR）副社長 

「SOCARと日本企業との協力」 

⑨Z.ママドフ スムガイト化学インダストリアル・パーク副社長 

「スムガイト化学インダストリアル・パークについて」 
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12:10-12:30 質疑応答 

 

12:30-12:35 

12:35-12:40 

【総括】 

●小林洋一・日本アゼルバイジャン経済委員会会長 

●シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長・副首相 

12:40-12:50 【署名式】第８回経済合同会議議定書 

13:00-14:30 
日本アゼルバイジャン経済委員会主催レセプション 

（於：如水会館・ペガサスルーム） 
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＜開会挨拶＞ 

小林洋一・ 日本アゼルバイジャン経済委員会会長／伊藤忠商事㈱副社長 

開会挨拶  

 

皆様、おはようございます。日本アゼルバイジャン経済委員会会長の小林と申しま

す。よろしくお願い申し上げます。それでは、私の方から開会に先立ちましてご挨拶

申し上げたいと思います。尊敬するシャリホフ副首相、アゼルバイジャン日本経済協

力国家委員会議長閣下、アゼルバイジャン日本経済協力国家委員会代表団の皆様、イ

ズマルザーデ・アゼルバイジャン共和国特命全権大使閣下、岸外務副大臣、高橋駐ア

ゼルバイジャン日本国特命全権大使閣下ならびにご来賓、ご列席の皆様、日本アゼル

バイジャン経済委員会を代表致しまして一言開会のご挨拶を申し上げたいと思います。 

まず本日は 1992 年２月、多数のアゼルバイジャンの方々が犠牲になられたホジャリ

事件の記念日でございます。日本アゼルバイジャン経済委員会を代表しまして犠牲に

なられた方々に対し、心より哀悼の意を評したいと思います。  

まずはシャリホフ副首相を団長とするアゼルバイジャン代表団の訪日を心より歓迎

申し上げます。またご列席の皆様には本日の会議にご出席を賜りましたことに対しま

して心より御礼を申し上げたいと思います。  

本日の合同会議には日本側からは日本アゼルバイジャン経済委員会のメンバーをは

じめとしまして、アゼルバイジャンとの経済交流に関心のある民間企業の代表が多数

参加しております。また日本政府および関係機関からは外務省、経済産業省、国際協

力機構、日本貿易振興機構の代表の方々にも参加していただいております。日本側の

参加者の総勢は約 70 名となりました。またアゼルバイジャン側からはシャリホフ副首

相をはじめとしてご報告いただきますサファロフ経済産業省次官、マメドフ通信・情

報技術省次官、バダロフ代替・再生可能エネルギー庁長官、バイラモフ教育省次官、

ナシロフ・SOCAR 副社長、ママドフ・スムガイト化学インダストリアルパーク副社長

を含めまして総勢 17 名に参加をしていただいております。このように第８回合同会議

には日本とアゼルバイジャンの双方合わせて総勢約 100 名が参加するかつてない規模

のものとなりました。まさに日本とアゼルバイジャン両国間の経済関係の発展につい

て双方が大きな関心を寄せている証左であると思っております。  

本日の会議でございますが、私とシャリホフ副首相の基調報告のあと、日本側から

はアゼルバイジャンにおける活動と今後の両国の経済協力の可能性について３件の報

告をしていただきます。一方アゼルバイジャン側からは各省、および国営会社の皆様

よりアゼルバイジャンの経済発展状況、経済産業政策、具体的なプロジェクトの現状

などについて６件の貴重なご報告をいただく予定としております。すべての報告終了



4 

 

後には双方出席者による質疑応答の時間を設けております。そして最後に今回の合同

会議の議定書の署名式を行う予定にしております。ご列席の皆様のご協力を賜りつつ

本日の合同会議が実り多いものとなりますよう精一杯務めさせていただく所存でござ

いますので、どうぞご協力のほどよろしくお願い申し上げます。甚だ簡単ではござい

ますが、私の開会の挨拶とさせていただきます。  
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シャリホフ・アゼルバイジャン共和国日本経済協力国家委員会議長／副首相 

開会挨拶 

 

尊敬する小林様、尊敬する外務副大臣岸様、尊敬する在アゼルバイジャン大使、ご

友人のみなさま、おはようございます。まずはじめに皆様にお礼を申し上げたいと思

います。私たち代表団を心から暖かく歓迎していただきありがとうございます。  

私どももこの会議については非常に大きな意味を持っていると思っております。そ

してこの合同会議でございますが、このような形で開催できるというのは非常にすば

らしいことだと考えております。私ども代表団を代表しましてもう一度お礼を申し上

げたいと思います。  

小林様からはさきほど今日の悲劇のことについてお話をいただきました。22 年前、

アゼルバイジャン国民が 20世紀でも非常に大きなジェノサイドと言われるホジャリの

悲劇にあいました。ナゴルノ・カラバフにいるアゼルバイジャン人に対してアルメニ

アからの攻撃があり、非常に多くの犠牲がでました。たくさんの子供、女性を含む犠

牲でありました。これは大きなジェノサイドであると私どもは考えております。この

ような悲劇の日にわたくし共が会ったということでぜひ皆様のお許しをいただいて皆

様と一緒に１分間の黙祷を捧げたいと思います。  

ありがとうございました。  
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岸信夫・外務副大臣 

挨拶 

 

シャリホフ・アゼルバイジャン共和国副首相閣下、小林日本アゼルバイジャン経済

委員会会長、ご列席の皆様、第８回日本アゼルバイジャン経済合同会議の開催にあた

って日本国外務省を代表し、ご挨拶を申し上げたいと思います。  

一昨年日本とアゼルバイジャンは外交関係樹立から 20 周年を迎えました。この間両

国は友好と協力の精神に基づいて着々と良好な関係を築き上げてまいりました。両国

の交流を主導してきたのは本日会議を共催するアゼルバイジャン日本経済協力国家委

員会、ならびに日本アゼルバイジャン経済委員会、特にシャリホフ副首相は 1999 年以

来 15年の長きにわたってアゼルバイジャン側の議長として両国の経済協力拡大に力を

尽くしてこられました。この場をお借りしまして改めてシャリホフ副首相に敬意を評

したいと思います。  

日本はアゼルバイジャンの独立以来一貫してアゼルバイジャンの国づくりと持続的

発展に役立つ経済協力を行ってまいりました。日本の協力によって建設されたセヴェ

ルナヤ・ガス火力複合発電所は経済成長とともに急増するアゼルバイジャンの電力需

要を賄う施設として、国民生活に欠かせない重要な役割を果たしています。また、シ

マル・ガス火力複合発電所第二号機も現在建設作業が順調に進んでいると承知してい

ます。  

日本はさらにアゼルバイジャンの教育、企業、民生の分野においてもきめ細かい支

援を展開し、これまでに 179 件のプロジェクトを実施してきています。最近ではアゼ

ルバイジャン政府シャムキル地区の村に診療所を建設するプロジェクトや同じく西部

のガダベイ地区で村の水くみ場を整備し、住民に安全で豊富な飲料水を提供するプロ

ジェクトに署名を認めています。これらの支援がアゼルバイジャン国民の生活向上に

大きく貢献することを希望しています。  

御列席の皆様、私は外交関係樹立から 20 年以上が経過した今、日本とアゼルバイジ

ャンの関係は新たなステージに入りつつあると考えています。すなわち日本からの経

済援助を中核として二国間関係を発展させてきた時代から政治、経済、文化、人的協

力交流などあらゆる分野で互恵的な協力を進めていく時代への移行です。人的交流の

面ではすでに新しい芽が生じてきています。アゼルバイジャンのイスマイル地区と静

岡県伊東市の間では親密な友好関係が築かれているはずです。昨年 11 月双方の自治体

は友好交流協定を締結、これは日本とコーカサス地域の地方都市交流の先駆けになる

ものです。  

ビジネスの面でも期待があります。昨年 12 月、日本外務省の招聘でアゼルバイジャ
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ンからアバゾフ通信・情報技術大臣が訪日されました。日本・アゼルバイジャン両国

の協力の地平が従来の石油及び天然ガスの開発を巡る分野に加え、さらに情報通信、

宇宙、教育、医療など幅広い分野で広がっていくことを希望いたします。アゼルバイ

ジャン国内における情報通信ネットワークの整備や医療機器の整備などすでにいくつ

かの分野でビジネスの可能性が生まれつつあると承知をいたしております。  

また、2014 年はアゼルバイジャンが定めた「産業年」であると承知いたしておりま

す。アゼルバイジャンが目標とする資源依存型の経済発展モデルから、イノベーショ

ン主導型経済発展モデルへの移行に際して、高度な技術と知見を有する日本企業が協

力できる余地は極めて多いと思います。関係発展を望むお互いの気持ちは共通であり

ます。相互理解を深め、新しいビジネス関係を発展させるため、フェイス・トゥ・フ

ェイスの交流をさらに積極的に行なっていくことが重要であります。 本日の会議が

そのような交流を促進するものとして充実した内容の濃いものとなりますことを祈念

申し上げ、私の挨拶に代えさせていただきます。  

 

 

ハラフォフ外務省次官コメント 

どうもありがとうございます。尊敬する共同議長、シャリホフ・アゼルバイジャン

副首相、そしてアゼルバイジャン日本経済委員会の皆様、小林会長、そして尊敬する

岸外務副大臣、ご列席の皆様。今回の第８回合同会議の参加者の皆様に心からのご礼

節を申し上げます。今回の会議は東京で開催されております。両国の協力関係があら

ゆる分野で成功裡に行えているということにアゼルバイジャン側は大変満足しており

ます。そしてこのような関係はプラグマティックな二国間関係のお手本であるという

ことができたと思います。  

今岸副大臣がおっしゃいましたように、我が国が独立を達成して以降、日本の企業、

経済は大変に積極的な形でアゼルバイジャンの経済に関与してくださっております。

そして改革が行われている全ての分野、発展が起きている全ての分野、そして戦略的

なプロジェクトといったものすべてに日本側が関与、参加してくださっているのであ

ります。今後、二国間の協力関係がより一層深まり、拡大するということに私たちは

大きな関心を持っておりますので、日本政府および日本国民の皆様との協力を拡大し

ていきたいと思います。  

両国の経済関係はこれまでの実績が示しているようにとても優れた成果を上げてい

ます。現時点での協力のレベルでありますれども、これは両国間の関係を新しいレベ

ルに引き上げるにふさわしいものであります。そしてたいへん大きな南カフカス地域

におけますプロジェクトが今後も協力の下に実行されるということを確信させます。  
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国際的、そして地域的問題においても、両国間の関係というものは大きなものがあ

ります。そして、経済のみならず、安全保障を含めた他の分野、そして国際政治とい

った分野でも日本の地位が高まっておりますし、私たちの目から見た日本の地位が高

まっているのであります。南カフカスにおいて、そして地域全体において、私たちア

ゼルバイジャンは日本の信頼できるパートナーであります。みなさんもよくご存知の

ように我が国が独立を達成して以降、アルメニアの対アゼルバイジャン共和国の侵略、

アゼルバイジャンの国土の５分の１がアルメニアに占領されている、そして 100 万人

以上の難民がアゼルバイジャンにいるにも関わらず、アゼルバイジャンは大変本格的

な経済改革を行うことができました。その成果といたしましてアゼルバイジャンは経

済的に大きな成果を上げておりまして、経済成長は著しいものがあります。アゼルバ

イジャンは今日ダイナミックに発展しております。この地域の経済ポテンシャルの

80％はアゼルバイジャンのものであるわけです。この地域における重要なプロジェク

トはアゼルバイジャンの参加のもと、アゼルバイジャンの国土において実行されてお

ります。  

大変重要な今後の協力の方向性でありますけれども、このような協力を今後も行う

ことによって、日本とアゼルバイジャンの関係を新しいレベルに引き上げることがで

きると信じております。産業において、エネルギーにおいて、輸送、情報通信、代替・

再生可能エネルギー、観光といった分野での協力が今後大いに期待できます。そのこ

とによって、我が国の政府も目的、結果が達成できると思います。アゼルバイジャン

の経済プロジェクトの実行において、日本がより深い関心示してくれると信じており

ます。戦略的な面では両国の利益は完全に合致しております。特にこの地域において

は完全に合致しております。そこで経済協力が今後もいっそう拡張され、今回の私た

ちの日本への経済ミッションは、こういった投資も含めたチャンスを生かすというこ

とに大いに寄与すると信じております。第８回合同会議の参加者の皆様、現在副首相

も指摘しましたように、今日の会議は大変重要なものであります。充実した、実務的

な話し合いが行われるということから今後の共同プロジェクトの運命が大きく影響さ

れると思います。そして両国の貿易関係も倍増できると信じております。どうもご清

聴ありがとうございました。  
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＜報告＞ 

小林会長 

基調報告「日本・アゼルバイジャン二国間経済関係の現状と展望」 

 

前回の第７回経済合同会議は 2011 年 11 月にバクーで開催されました。その際私ど

もが表敬訪問させていただきましたアリエフ大統領閣下が昨年 10月に大統領に再選さ

れ、３期目をスタートされました。大変遅くなりましたけれども、この場を借りまし

て大統領閣下にお祝いを申し上げたいと思います。また、アゼルバイジャン日本経済

協力国家委員会の議長でいらっしゃいますシャリホフ首相も再任されましたこと、私

どもにとって誠に心強く、嬉しい限りでございます。シャリホフ首相にも、あらため

ましてお祝いを申し上げたいと思います。  

 

（アゼルバイジャン経済）  

アゼルバイジャンの経済でございますが、最近の状況に関しましては、この後の副

首相閣下の基調報告、および経済産業省やその他の報告でアゼルバイジャン側から詳

細なご説明がいただけると思いますので詳しくは触れませんが、従来の主軸産業であ

る石油分野だけでなく、天然ガスの増産や、非石油セクターの発展によりましてアゼ

ルバイジャン経済は順調な成長を続けています。アゼルバイジャンでは脱資源依存と

経済の多角化を目指して具体的な政策を目指していらっしゃいますが、世界銀行やア

ジア開発銀行といった国際機関はアゼルバイジャンのそのような政策に関して高く評

価するとともに今後の同国の成長を大いに期待していると聞いております。  

国家経済の中心であります石油ガス分野で言えば、すでに開発が決定しております

シャフデニス・ガス田の第二フェーズに加えまして、新しいガス田の開発も予定され

ており、これらのガスがトルコ経由でヨーロッパ向けに輸送される TANAP、TAP とい

うガスパイプラインプロジェクトの建設には、日本としても大変注目しております。

特に TANAP には高品質な資機材の供給という分野で参画の可能性があると考えてお

ります。  

 

（日本経済）  

一方、日本経済に関しましては長年にわたってデフレに苦しめられてまいりました

が、2012 年 12 月に安倍政権が発足し、デフレ政策の大転換の真最中であり、状況は様

変わりとなりました。アベノミクスの「三本の矢」のうちの第一の矢であります、「異

次元金融緩和」が効果を発揮いたしまして政権発足時には１ドル＝80 円程度だった円

相場が 100 円となり、行き過ぎた円高が修正されました。同時に１万円を割り込んで
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いた日経平均株価も円高による企業業績の回復とアベノミクスの大きな期待感によっ

てこの年末年始には１万６千円台まで回復しています。  

続いて第二の矢であります「機動的財政出動」によりまして震災復興関連を中心と

した公共工事の拡大が利益を押し上げています。また株価上昇に伴う資産効果と消費

マインドの改善によりまして、個人消費も回復しつつあります。一部では高額消費の

復帰も伝えられるなど、日本中に蔓延しておりました停滞ムードが払拭されつつあり

ます。  

こうした現在の景気回復の動きを、４月に控えた消費税率引き上げに伴うショック

を乗り越えまして、持続性のあるものとするためには企業が競争力を取り戻してその

恩恵を雇用の増加や賃金の上昇という形で家計に対して還元することが重要でありま

す。そのためには第三の矢である成長戦略が鍵でありまして、政府の打ち出しました

「日本再興戦略」の具体化によって今後の成長分野に対して民間投資が活発化するこ

とが期待されています。  

なお貿易に関しましては東日本大震災以来続く原子力発電の停止の影響で火力発電

向け LNG の輸入が膨らんでいることなどから 2011 年以降貿易赤字が続いておりまし

たが、これまで日本が海外に投資しておりました海外資産からの配当金や金利収入で

いわゆる所得収支の黒字になりましてかろうじて経常収支を維持している現状にござ

います。  

 

（二国間貿易）  

さて日本とアゼルバイジャンの貿易関係でございますが、両国間の貿易総額は 2012

年が前年比約 2.5 倍の２億 1,700 万ドルでございました。一方 2013 年は 9,700 万ドルと

大きく低減いたしました。2012 年は原動機、自動車、パイプ等が好調な輸出を牽引し、

前年比約 2.3 倍の１億 9,000 万ドルに達しました。日本の輸入は、2010 年と 2011 年に

皆無でありました原油の輸入が復活いたしましたために 2,500 万ドルと大幅に増加い

たしました。  

一方 2013 年の日本とアゼルバイジャンの貿易は再び大きく落ち込んでおります。日

本からの輸出は対前年比約 50％減の 9,600 万ドルとなりました。主な品目は鋼管、機

械類、自動車等が占めているという状況は変わっていませんが、原動機の輸出が 2012

年に比べて大きく減少したことが影響しております。また日本の輸入については原油

の輸入が皆無となりました。対前年比で約 96％減少となり 102 万ドルにとどまってお

ります。  

このように日本とアゼルバイジャンとの貿易は輸出輸入とも年による変動が激しく

不安定な状態が続いております。これは取引品目が限定的であること、換言すれば両
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国の関係が経済支援や石油関連ビジネス等特定の範囲にとどまっていることが要因と

考えられます。こうした状態を打破して両国間の貿易が安定的に発展するためにも、

さらなるビジネスの振興、特に投資の促進が不可欠だと思います。その際に鍵となり

ますのはアゼルバイジャンで尽力されております脱資源依存、経済多角化政策の促進

であります。  

 

（非石油ガス分野）  

先程も触れましたけれども、ここ数年アゼルバイジャンでは建設、農業、IT 通信、

流通業の成長を促進して長期的な経済発展を持続させようとしておられます。これら

の分野では日本の持つ高度な技術や資金力、あるいは人材等を生かしてアゼルバイジ

ャンの経済発展に必ずや貢献できるものと確信しております。  

日本アゼルバイジャン経済委員会が内外より受けておりますさまざまな照会の内容

が最近では医療、情報通信、製鉄、化学など多岐にわたっているのもアゼルバイジャ

ン政府の脱資源依存、経済多角化政策を反映したものだと思われます。従来から両国

の関係が構築されております石油・ガス分野だけでなく、このような分野においても

高度な技術、また資金力や人材等を持つ日本に大いに貢献する余地がございまして、

両国にとって大きなビジネスチャンスがあると考えられます。  

また農業も貴国の優先分野の一つと伺っております。日本とアゼルバイジャンはユ

ーラシア大陸のほぼ端と端に位置する国同士であるため物流という点で貿易が制限さ

れているところであります。しかし、今年の初めよりアゼルバイジャンのワインが日

本でも販売されるようになりました。まだ販売網は限定されているようでございます

が、将来、貴国のワインが多くの店の店頭に並ぶようになりますと両国間の新たな経

済関係の発展のシンボルになると思っております。  

 

（政府要人の往来）  

さて、2013 年 10 月アゼルバイジャンのアバソフ通信・情報技術大臣が訪日された際

には当経済員会でも昼食懇談会を開催いたしております。宇宙開発、通信インフラの

整備、科学技術協力など懇談の内容は多岐にわたりまして、今後の両国の協力関係の

強化が期待される分野と考えられております。また昨年は貴国の「情報通信年」であ

りまして、情報通信分野の成長に向けたさまざまな行事や政策がアゼルバイジャン国

内で行われたとお伺いしております。日本からも経済産業省主催で宇宙開発分野のミ

ッションが派遣されるなど、この分野の企業が現地を訪問し、活発な交流が行われた

ということですでに協力が始まっております。  

ちなみに本年は「産業の年」と伺っております。インダストリーという言葉の意味
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は非常に広いですが、本日報告が予定されております、化学や代替・再生可能エネル

ギーなど新たな産業の発展が活発化することに期待したいと思います。  

 

（経済委員会の活動）  

このように日本とアゼルバイジャンの経済関係の活発化を受けて日本アゼルバイジ

ャン経済委員会も活動を活発化しております。2012 年４月には住友商事さん、６月に

は日揮さんが当経済委員会に入会されました。現在会員数は８社となっております。

大半は商社ですが、メーカーや金融など今後、会員が増えてアゼルバイジャンとの経

済交流が多岐にわたって活発化するよう、努力をして参りたいと思います。  

 

長期的な経済発展を確保するために従来の石油ガス分野だけでなく、農業や情報通

信、医療など様々な分野の成長が必要との認識に立ちまして、脱資源依存、経済多角

化政策を進めておられるアゼルバイジャンと高度な技術を持つ日本との間には大きな

ビジネスチャンスがあり、相互に最適なパートナーとなりうる魅力的な存在です。新

たな協力の可能性の発展と両国のさらなる経済関係の発展にむけて私ども日本アゼル

バイジャン経済委員会といたしましてもさらなる努力を継承していく所存でございま

すので、今後とも多岐にわたる情報交換、あるいは率直な意見交換を継続させて頂き

ますようお願い申し上げます。以上、本日の合同会議が実り多いものとなりますこと

を祈念いたしまして、私の基調報告とさせていただきます。ご協力ありがとうござい

ました。  
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シャリホフ副首相 

基調報告「アゼルバイジャンの社会・経済発展の現状および 

日本とアゼルバイジャンの経済関係の発展」 

 

尊敬する会議参加者の皆様、友人の皆様、ご列席の皆様。心からの深い満足を持っ

てアゼルバイジャン共和国大統領イリハム・アリエフ閣下から皆さまへのご挨拶をお

伝えしたいと思います。今日第８回日本アゼルバイジャン経済合同会議が開催される

わけであります。充実した、成果のある仕事ができることを期待しております。日本

側の皆様にホスピタリティーそして今回の第８回の合同会議の運営が素晴らしいこと

に対してお礼を申し上げたいと思います。  

 

（日本とアゼルバイジャンの関係の歴史）  

さて、1991 年にアゼルバイジャンは独立を回復いたしました。日本は、すぐにこれ

を承認し、国交を樹立した最初の国の一つでありました。その時以来、両国は大変積

極的な協力を行っております。お互いに対する尊敬の気持ちそして友好がもととなっ

ております。1998 年に全国民のリーダーであるゲイダル・アリエフが日本を訪問しま

した。そしてイリハム・アリエフ大統領が日本を 2006 年に公式訪問いたしました。こ

の２つの訪日が両国間の関係発展にあたりまして、大変重要な役割を果たしているわ

けであります。  

これまでの 20年近くにおいて日本政府はアゼルバイジャンに対して全面的な技術的、

人道的、財政的の支援を与えてくれております。そしてとても有利な、重要な分野へ

の融資を行ってくれたわけであります。これまでの日本からアゼルバイジャンへの友

好的な融資は総額 10 億ドル以上であります。そして直接の援助は 700 万ドル以上にな

っています。日本はアゼルバイジャンに対しての優遇的な融資、そして直接援助を行

っている国の中で最も進んだ国であるわけであります。私たちは日本政府、そして日

本のすべての組織、機関、日本の企業に心から感謝をしております。特に駐アゼルバ

イジャン日本大使館の皆様にも感謝したいと思います。大使館の皆様は大きなプロジ

ェクトが実現するにあたっての仲介者を務めてくださっているわけであります。  

 

（アゼルバイジャン経済）  

さて、それではわが国の経済状況について簡単にお話をしたいと思います。2013 年、

我が国はダイナミックに発展をいたしました。経済が大きく発展した年でもあります。

GDP は６％成長いたしました。特に私たちが嬉しく思っているのが、非石油セクター

が約 10％伸びたということであります。これは近年の改革の成果であると私たちは考
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えております。  

現在、非石油セクターに関しましては大変本格的なプログラムの実現が行われてお

ります。そして、これからも非石油セクターにおけます重要なプロジェクトの実行が

進むわけであります。国民の現金所得が８％伸びました。これはインフレの３倍の伸

びであります。失業率は５％にまで下げることができました。2013 年、経済に対する

投資額は 210 億ドルで、これは過去最大の金額であります。これほどの投資額はこれ

までありませんでした。280 億ドルのうちの 175 億ドルが国内からの投資であります。

現在、外貨準備高は 500 億ドルになっております。  

昨年、アゼルバイジャンにおきましてはいくつもの大きな国際的なイベントが開催

されました。まず、バクーにおいては第３回国際人道フォーラムが開催されました。

有名な政治家、サイエンティスト、そして 10 人のノーベル賞受賞者が参加しました。

また、第２回の文化の多様フォーラムを開催いたしました。また、ダボスフォーラム、

世界経済フォーラムもバクーで開催されたわけであります。これはアゼルバイジャン

の国際的なイメージを大いに高めるものであり、また ダイナミックに発展する現代

的な国家であるということを国際社会が認識する機会になりました。  

2013 年、国連の安全保障理事会におけるアゼルバイジャンのミッションが終了いた

しました。２年間にわたりまして非常任理事国として国連安保理事会で我が国は仕事

をしたわけであります。アゼルバイジャンに対する国際社会におけるサポート、信頼

が大いに向上いたしました。そして、アゼルバイジャンの影響力は国連における採択

の数字においても明らかであります。我が国が安全保障理事会の非常任理事国になる

ということを 155 の国が支持いたしました。日本も含めてであります。  

 

（安全保障）  

さて、社会・経済発展は平和と安全保障と密接に結びついております。アルメニア

とアゼルバイジャン間の紛争は大変残念なことに現在まで続いているわけであります。

これはアゼルバイジャンおよび地域全体の経済ポテンシャルがフルに実現されること

の最大の障壁となっています。アルメニアにおける軍事侵略、およびアゼルバイジャ

ンの国土の 20％がアルメニアの占領下に有り、民族浄化をアルメニアが行っていると

いうことは大変深刻であります。  

アゼルバイジャン国内には現在 100 万人以上の難民がいます。アルメニアの占領地

域におきましては何世紀にもわたってアゼルバイジャンの人々が築き上げてきた成果

がすべて破壊されております。すべての歴史的記念碑も破壊されているわけでありま

す。国連は４回にわたり決議を行いました。これは占領地区からアルメニアの武装勢

力の即時無条件撤退を求めるものでありますが、アルメニア軍は今も侵略を継続して
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おります。アルメニアの立場は非建設的であります。またアルメニアは国際法の原則

に従うことを拒否しています。アルメニアは占領地区において不法な行動をとってお

ります。これは円滑な交渉の実現を許すものではないのであります。  

 

（エネルギー分野）  

さて、それでは次にアゼルバイジャンと日本の協力に話題を移したいと思います。

アゼルバイジャンと日本の協力、プライオリティが一番大きな分野はエネルギーセク

ターであります。これは大変充実した形で行われておりましてアゼルバイジャンも日

本もともに利益を得ているわけであります。アゼルバイジャン国民の全国民的なリー

ダー、ゲイダル・アリエフのイニシアチヴにより、そして懸命な政策により、1994 年

に「世紀の契約（コントラクト・オブ・センチュリー）」が調印されました。これは外

国企業とアゼルバイジャンとの協力に新しい可能性を与えるものでありました。  

アゼリ・チラグ・ギュネシリ油田開発でありますけども、すでに数年にわたってア

ゼルバイジャンの石油が BTC パイプラインによって輸出されています。現在日本の企

業である INPEX と伊藤忠が BTC パイプラインにシェアを持っています。また、アゼ

リ・チラグ・ギュネシリの開発にシェアを持っております。また日本企業の東洋エン

ジニアリング、三菱はシマル２発電所の建設に参加しております。また三井、住友、

三菱といった企業、その他の企業もアゼルバイジャンで成功しております。アゼルバ

イジャンにおけますプロジェクトに参加してきた、そして現在も参加している企業の

みなさんは満足しいると確信しています。  

2013 年、アゼルバイジャンの石油・ガスのポテンシャルを発展、強化するための歴

史的な協定がいくつも調印されました。まず、2012 年に TANAP プロジェクト協定が

調印されたことにより、2013 年６月にトランス・アドリア・パイプラインが主要ルー

トに認定されました。そして 2018 年以降のアゼルバイジャンのガスを欧州に販売する

という契約はすべて調印されました。そして、昨年の暮れ、2013 年 12 月 17 日、バク

ーにおきましてシャフデニス 2 の投資協定が調印されました。シャフデニス 2、TANAP、

TAP は合計 450 億ドルの投資になるわけであります。  

 

（非石油ガス分野）  

2013 年、非石油セクターにおいても本格的なステップを踏み出しました。特にこれ

は統計によって裏付けておりますけども、強調したいのは宇宙産業が我が国に創設さ

れたということであります。2013 年はアゼルバイジャンにおける宇宙産業の創設年と

して歴史に残ります。アゼルバイジャンで初めての人工衛星第一号、アゼルスペース

第一号が打ち上げられました。私たちは NEC をはじめといたしまして日本企業の皆様



16 

 

とぜひ情報通信技術、ICT 分野でも協力していきたいと思っております。ハイテク製

品の共同生産をいたしまして地域の市場へ進出できればと思います。  

新しい近代的な観光産業も構築されております。地方には５つ星のホテルが数件オ

ープンしております。新しい観光ゾーンが設置されております。この五年間でござい

ますけどもスキー場「シャフダグ」がアゼルバイジャン北部のクサール地区に建設さ

れました。4 軒の素晴らしいホテルがございます。１軒は建設中でございます。周辺に

はホテルや国際空港などのインフラが整っています。全ての条件が整っていると言え

ると思います。ぜひこの分野におきましては、日本の旅行業界の皆様に、毎年バクー

で開催されておりますアゼルバイジャン国際観光見本市に参加して頂きたいと思って

おります。アゼルバイジャン観光協会と日本国際協力機構（JICA）との協力推進も有

意義ではないかと思っております。  

農業の発展も大変重要な方向性の１つです。昨年、農業の成長は約５％でございま

した。農業の発展のために最も近代的で進歩的な手段を用いていくことが計画されて

おります。  

次に運輸部門ですが、この分野も大きな成果が見られます。まず 500 ㎞の道路が敷

設されました。幹線道路のみならず農村の道路が建設されまして、４つの集落が結ば

れました。またグローバルな輸送プロジェクトが実施されております。鉄道建設、バ

クー～トビリシ～カルスが建設中です。これはこの地域にとって最大規模、最重要輸

送プロジェクトの１つとされております。この鉄道の開通は 2015 年を予定されており

ます。ぜひ日本の運輸機関、関係企業の皆様にこの鉄道を今後貨物輸送に活用してい

ただければと思います。欧州とアジアを約 600 ㎞縮めて結ぶことができる大変有益な

鉄道になると思います。これに関連して、ぜひ日本の方々にはアゼルバイジャン共和

国政府・日本政府間国際複合貨物輸送協定案のご検討を加速して頂ければと思います。 

また、円借款契約が 2009 年５月 29 日に JICA と調印されたわけですが、この契約は

地方都市下水道整備事業の枠内のものになっております。これにより、下水道の整備

を地方中核 10 都市で実施する予定となっております。この場をお借りして、日本政府

の皆様に御礼を申し上げたいと思っておりますが、実は非常に残念なことですが、こ

の件に関しまして FS で見積額が評価されたわけでございますけれども、この評価価値、

見積価格が近年非常に上がってしまいました。従って、追加融資をお願いしたわけで

すけれども、ぜひ外務省、また日本の財務省また関係省庁また、もちろん JICA も含め

て、この下水道整備に関しての追加融資をお願いしたいと思っております。地元の住

民もこの件に関しまして日本政府から融資がなされて日本の専門家の方々が実習して

くださるということを非常に期待しております。地元住民はこのプロジェクトを楽し

みにしていますので、是非ご検討をお願いしたいと思います。  
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次に、近年優先分野として代替・再生可能エネルギーが注目されています。大統領

令によって、代替・再生可能エネルギー庁が設置されました。今回この代表も参加し

ております。この分野において、日本の世界的リーダーともいえる企業の方々にもぜ

ひ参加をしていただき、密接な協力関係を推進していきたいと思っております。この

分野に関しては、ファイナンシャル、そして技術的な支援をお願いしたいと思ってお

ります。発電所等を共同で建設できればと思っております。発電所としては、風力、

太陽光が考えられております。協力の試みとして、おそらく 2000 年頃に、日本企業ト

ーメンが私たちの依頼に基づき、国中をすみずみ調査しまして、風力発電所の建設を

目指しましたが、なかなか進まなくなり一旦中断されています。いずれにしても政府

からはこの分野に関して支援すします。  

さらに、すでにお話がありましたが、今年は「産業年」と定められています。特に

これに関連して、産業施設の建設が重視されています。これが今後の産業の発展を牽

引すると考えられています。その一部として、テクノパークの建設が挙げられます。

すでに成果もあります。スムガイトテクノパークがあります。その他にもミンゲチェ

ビル、また、バクー市のバラハヌイ村にもテクノパーク建設が予定されていますので、

日本の大手企業の皆様におかれましても、このテクノパーク建設にご参加いただけれ

ばと思っております。後ほど、この件に関して私どもの省からもプレゼンテーション

があると思います。  

バクーおよびその他の地域においてアゼルバイジャンでは、近年大変多くの医療保

健施設ができています。昨年末、私の個人的な依頼により、バクーに東芝の代表団の

方々に来ていただきました。東芝とはビジネス協力に関するプロトコルが調印されま

した。バクーに医療センターを建設するという内容です。この分野に関しても、東芝

をはじめとして日本の企業の皆様、日本の世界的な先進的な企業の皆様方との協力関

係を今後とも積極的に発展させていただきたいと思っております。日本の関係省庁の

皆様方におかれましても、ぜひ、この医療分野に関して、たとえば、医療機器の導入

もそうでありますが、医療専門家の長期研修プログラムをご検討いただければと思っ

ております。この件に関しましては、大臣の方々との会見の中でもお願いしたいと思

っております。具体的にどの分野でということで、私の方で書類がありますが、日本

滞在中に具体的な話を進めながら日本側からも具体的なお答えがいただけることを期

待したいと思っております。  

次に先ほども話がありましたが、私たちの代表団の中には教育省の次官が参加して

おります。教育分野でも協力をしていきたいと思っておりますが、具体的には職業技

術訓練といった分野での今後の協力関係を育もうと思っております。日本では、職業

訓練のレベルが非常に高いと思っております。アゼルバイジャンではまだ弱い分野で
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すので、職業訓練、またさらに専門家が実力アップするための研修を進めていきたい

と思っております。この分野での日本の協力もお願いしたいと思っております。  

さらにお願いですが、アゼルバイジャンも地震がある国です。日本は地震・災害の

分野では非常に豊かな経験を持っておられます。防災や、防災・人災の警告・管理に

関して非常に蓄積された豊かな経験がございます。いわゆる非常事態に対する対策が

講じられております。我が国にもアゼルバイジャン非常事態省がありますので、この

分野での人材育成が大変重要になっております。今回の代表団の中に非常事態省次官

も参加しております。この分野での人材育成をぜひ何か協力関係を構築できればと思

っております。ご支援をよろしくお願いいたします。  

今回の私たちの会議は、私たちの方から様々なプレゼンテーションをさせていただ

くことになっています。なかでも日本の中小企業のことを学ぶこと、また両国の企業

家同士の交流、合同ビジネスフォーラムの開催、貿易拡大の可能性、情報通信技術や

教育、代替再生可能エネルギー分野での交流、日本モデルのテクノパークの設置・活

用などについてプレゼンテーションをさせていただくことになっております。共同議

長、またご列席の皆様、友人の皆様。私どもといたしましては、今後とも日本とアゼ

ルバイジャンの経済交流をあらゆる分野で拡大をしていきたいと思っております。本

日の会議が、ダイナミックにアゼルバイジャンと日本の関係が深まることを期待して

いきたいと思っております。あらためまして、皆様に歓迎のご挨拶を、今後のご成功

ご活躍をお祈り申し上げます。大変ありがとうございました。  
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柳沢香枝・（独）国際協力機構 東・中央アジア部 部長 

報告「アゼルバイジャンにおける JICA の活動と今後の協力の可能性」 

 

シャリホフ副首相閣下、小林会長ならびにご列席の皆様。第８回を迎えるアゼルバ

イジャン経済合同会議において JICA を代表しましてご報告の機会をいただきまして、

心から御礼申し上げます。驚きますことに、私から見える範囲ではメインテーブルに

は女性は二人しか座っておりません。そういう意味で私が報告の一番を切らせていた

だくのは、大変光栄に存じております。  

アゼルバイジャン共和国は独立後の困難な時期を乗り越えて、目覚ましい経済発展

を遂げています。貴国の優先課題である非石油部門に関しましては様々な改革努力が

実り、近年の非石油部門の成長率が９％台で、大変堅調に推移を見せていることを大

変喜ばしく思います。貴国の安定的な経済成長が地域全体の安定と発展に大きく貢献

するものと理解しております。  

私ども JICA は貴国の独立後 1990 年代初頭より貴国との間で技術協力、ODA での無

償資金協力、円借款を通じた協力を継続してまいりました。各種の協力事業を成功裏

に終えることができました背景には、シャリホフ副首相閣下および貴国政府の皆様方

の多大なご尽力があったと存じております。日本および JICA に対していただきました

ご信頼に対して、あらためて熱く御礼申し上げます。  

本日はこれまでの JICA の協力と今後の可能性についてお話をさせていただきます。

JICA はアゼルバイジャン共和国のニーズを踏まえ、電力、上下水道、農業、防災、ガ

バナンス、観光、地域開発、民間セクター開発、金融など複数の分野での協力を展開

しております。なかでも電力分野での協力が一番長く、先ほども申し上げましたが、

今まで円借款によるシマル・ガス火力発電所１号機、２号機の建設を通じ、貴国の電

力事情の改善に貢献してまいりました。この事業を通じて、高効率のコンバインドサ

イクルガスタービン施設の導入による省エネルギーと CO2 削減にも取り組んでまいり

ました。また、発電所設備と並び、効率的な電力系統の運用や、発電所設備の維持・

管理に関し、日本の技術を提供することも実施しております。今後も引き続き同国の

経済発展の基礎となる電力分野の協力を重視してまいりたいと思っております。  

貴国が重点を置いておられる農業分野では、農業機械や灌漑用機材の供与を通じ、

生産性の維持・拡大に貢献してきたほか、食品衛生、品質管理の研修を通じ、食品安

全の確保と輸出ポテンシャルの拡大を支援しております。今後も、日本の知見が生か

せるよう協力を継続してまいりたいと思います。  

水分野につきましては、さきほど副首相からお話がありましたように円借款を通じ

まして、地方 10 都市において上下水道の整備をすすめております。今後の対応につき
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ましては、日本の外務省、財務省、経済産業省と相談してまいりたいと思います。さ

はさりながら、日本には約３％台の漏水率をはじめとする高い技術力がありまして、

事業者としての地方自治体、技術を持つメーカー、施工監理を担うコンサルタントが

一体となって支援することができます。上下水道分野につきましては、ハード面とソ

フト面の両面から貴国のサービスにさらに貢献できます。  

また、防災分野に関しまして、日本はおっしゃるとおり多様な自然災害に見舞われ、

そこで得られた教訓を活かして（アゼルバイジャンの防災分野に関して）JICA として

貢献していきたいと思っております。  

なお、JICA は我が国の知見・協力を活かした事業展開の一層の促進に向けて、従来

の技術協力、円借款に加え、民間企業に JICA が出資・投資を行う海外投融資事業、公

共部門と民間部門が互いのリソースを相互補完しながら公共サービスの提供を行う

PPP インフラ事業と、民間企業との連携に努めてまいりました。こうした事業の発展

によって、今後日本と貴国の民間企業の発展と、ODA での資金協力や技術協力を具体

的なものにする活動にも取り組んでいきたいと思っています。  
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サファロフ・アゼルバイジャン経済産業省 次官 

「アゼルバイジャンの経済・貿易・投資環境整備政策の現状と日本との経済協力」 

 

尊敬する共同議長、尊敬する皆様。何よりもまず私たちの日本アゼルバイジャン経

済合同会議の参加者の皆様に心からのご挨拶を申し上げたいと思います。そして、ア

ゼルバイジャン側に皆様が示してくださいましたホスピタリティーに感謝したいと思

います。  

私たちは日本との協力の拡大を重視しております。そして、近年の日本とアゼルバ

イジャンの関係は発展しており、これは喜ばしいことであります。アゼルバイジャン

と日本の政治の関係は極めてレベルの高いものです。友好とお互いの敬意が基にあり、

全国民的リーダー・ゲイダル・アリエフ、そしてアゼルバイジャン共和国大統領イリ

ハム・アリエフの訪日、そして両国政府代表等のお互いの訪問も重要な役割を果たし

ております。また、アゼルバイジャンと日本の議会間のワーキンググループも二国間

の関係発展に大きく寄与していると思います。  

アゼルバイジャンと日本の関係の法的基盤はすでに調印済みの約 20 の文書です。そ

のうちの 10 文書は経済協力に関するもので、製造業、農業、建設、金融、エネルギー

といった分野に関わっています。この基盤は大変強固なもので、両国の貿易経済関係

の発展にも大きな意味を持っているわけです。  

皆様よくご存知のように、経済界の代表者が参加する行事はアゼルバイジャンと日

本との関係にとって非常に重要であります。協力の新しい分野の発展、また貿易経済

関係の発展にも大きく寄与しているからであります。アゼルバイジャンと日本の企業

は、いくつもの場に共に参加しているわけです。たとえば JETRO が主催した FOODEX、

これは 2013 年９月のことです。AZPROMO というアゼルバイジャンの輸出投資支援基

金も後援しました。また、2013 年の 11 月には、AZPROMO が支援してアゼルバイジャ

ン・日本協会サクラ後援の美術会議も開催されました。  

次は、貿易関係に話を移したいと思います。残念ながら両国の貿易高は、両国の経

済力に見合ったものではありません。しかし、近年二国間の貿易高が伸びていること

は喜ばしいことです。貿易の分野も多様化しています。両国間の貿易高の統計的な数

字は、日本側から数字が紹介されましたが、我が国の統計数字は若干違っております。

アゼルバイジャンの統計では、2013 年は日本とアゼルバイジャンの貿易高が、前年比

27.4％の増大でした。輸出入ともに伸びています。対日輸出が伸びている主な理由は、

石油と石油製品そして加工済みアルミ合金等、その他のケミカル製品の輸出が再開さ

れたことです。対日輸入では設備・機械の納入が増えました。  

現在、アゼルバイジャンでは日本資本が参加した 19 の会社が業務をしています。サ
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ービス業、通信、農業、建設の分野です。また、投資における協力も重要です。シャ

リホフ副首相も報告の中で指摘しました。私も数字を挙げたいと思います。1995～2012

年の間に日本からアゼルバイジャン向け非石油セクターには 3,290 万ドルが投資され

ました。2012～2013 年には、37 億ドル以上の資金が投入されました。日本企業は国費

で実行されているプロジェクト３件、総額４億 1,400 万ドルにコントラクターとして参

加しています。  

近年、アゼルバイジャンと日本の経済関係に拡充に大きな役割を果たすということ

で様々な活動が行われましたが、アゼルバイジャン共和国の対日経済協力委員会の役

割も大きなものでした。シャリホフ副首相はアゼルバイジャン側の国家委員会の議長

を務めています。シャリホフ氏は報告の中で近年アゼルバイジャンの経済が多様な形

で発展しているということをすでに申し上げました。  

補足的な話になりますが、アゼルバイジャン経済は、非石油セクターが伸びていて、

アゼルバイジャンと日本の貿易経済関係の増大に大いに寄与しています。様々な地域

の発展も行われています。2012 年の 12 月に、発展コンセプト「アゼルバイジャン 2020

年：将来の展望」が採択されました。これは現在実行中で、新しい挑戦への系統だっ

たアプローチ、未来への戦略的な眼差しを確定したものです。そして我が国発展の主

たるプライオリティを規定したものです。それは持続可能な経済発展、高水準の社会

福祉の実現、合理的な国家運営、法の支配、人権と自由の完全なる実現、国における

市民社会の積極的なステータスの確保です。工業化と経済イノベーション化の拡大と

進化が行われています。石油ガス工業、石油化学工業の近代化が今後も進められてい

くことになり、非石油工業の多様化、代替エネルギーの発展、食料安全保障の強化、

流通サービス分野の拡大、貿易投資機構の整備、非石油分野の輸出の拡充も目標です。  

アゼルバイジャンをこの地域の貿易の中心にするということが我が国の目標で、こ

れから重点的に取り組む分野です。2020 年末には国民一人当たりの GDP を倍増させる

ということです。これは非石油セクターを主力にしてということです。GDP は毎年７％

伸びることが私たちの計画です。アゼルバイジャンの良好な経済環境、政治的安定、

着実な成長、そしてこれまで述べた経済発展の展望は、アゼルバイジャンと日本の互

恵の協力の幅広いチャンスを保証しています。また今後も協力分野を拡大していくこ

との基礎になっているわけです。  

アゼルバイジャンの発展の持続性を証明する数字をいくつか紹介したいと思います。

直近の 10 年間で GDP は 3.2 倍伸びました。非石油セクターは 2.6 倍伸びました。投資

は 6.5 倍になりました。ICT は 8.2 倍になりました。建設業は５倍伸びました。輸送・

運輸分野は 2.5 倍伸びました。農業は 1.5 倍の成長を遂げました。インフラ、輸送、代

替エネルギー、ツーリズム発展の大規模なプロジェクトが実行されています。農業に



23 

 

おいては、近代的な技術を使った集約型農業創設のための大規模な措置がとられてい

ます。  

アゼルバイジャンにおいては、独立後、総額 1,720 億ドルの投資が行われました。そ

のうちの半分は外国投資です。アゼルバイジャンの国民一人当たりの外国投資は CIS

諸国で群を抜くものであります。世界経済フォーラムの報告書では、経済の競争力指

数でアゼルバイジャンは第 39 位の地位を占めております。これは CIS の中でトップの

地位です。国連の人権開発指数の報告書で高い評価を得ています。  

アゼルバイジャンは国際経済協力に積極的に参加しています。重要な地域、多国籍

プロジェクトのイニシアチヴを取っています。副首相の報告にあったように、我が国

においては工業化政策が採用されています。今年は「産業年」と制定されており、こ

れはとても象徴的です。我が国の大統領の政策に沿った形で、我が国には工業地域、

工業センターがいくつも現在設立されています。様々な形での産業保護政策が取られ

ています。こういったインダストリアルパークの建設は我が国にとって、これまでな

かった経験です。このインダストリアルパークは、日本企業にもこれまで以上の大き

なチャンスを提供します。バクーから 40km のところにスムガイトインダストリアルパ

ークが現在建設されつつあります。これは投資プロジェクトとしても画期的です。魅

力的な投資プロジェクトで、今後プレゼンテーションを行っていきます。アゼルバイ

ジャンにおける日本企業の協力にインセンティブを与えるもので、今日と明日プレゼ

ンテーションを行います。住友、三井、アサヒその他の日本企業の皆様は、すでにア

ゼルバイジャンでは活躍をしてくださっていますが、これまで以上に素晴らしい新し

いレベルでわが国における活動を続けていただくことができます。バクー近郊には他

の分野のテクノロジーパークも建設されることになっています。  

我が国のこうした政策は日本との積極的な協力、ハイテク分野、先進的な分野にお

いて今後大いに協力するということがベースになっております。そして、両国の経済

界の協力を活性化することが必要です。現時点における協力のレベルは、アゼルバイ

ジャンにとっても日本にとっても満足のいくものではありませんので、様々なレベル、

形式での会合を両国で行っていくべきだと思います。我が国の経済的なチャンス、可

能性というものがあります。我が国には皆様に披露できる成果がいくつもあります。

我が国はダイナミックに転換、発展しておりますし、投資環境は良好であります。そ

して我が国の投資先としての魅力はますます伸びているわけであります。すでに申し

上げた、様々な分野での両国のより積極的な協力を展開することが可能になると思い

ます。  
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マメドフ・アゼルバイジャン共和国通信・情報技術省 次官 

「情報技術分野における日本との協力の可能性」 

 

尊敬する共同議長、委員会のみなさん。私の方からはアゼルバイジャン通信・情報

技術省を代表致しまして皆様にご挨拶を申し上げ、ならびに合同会議の成功をお祈り

申し上げます。  

情報通信技術分野の相互協力におきまして、アゼルバイジャンと日本の二国間関係

を改善するためのいい土壌がつくられておりまして、ポテンシャルが強化され、この

分野の先端技術とイノベーションの導入が促進されております。近年、この ICT 部門

というのは他の経済部門とともに加速的に発展しております。統計によると、この 10

年でアゼルバイジャンにおける ITC 総生産は６倍になりました。年平均成長率は 20～

25％にもなります。速いスピードで情報を伝送できる全国ネットワークが開通しまし

た。国内のインターネット接続の容量でありますが、毎秒 210GB となっております。 

話がもうすでにありましたけれども、昨年２月８日にアゼルバイジャンでは初の通

信衛星を打ち上げることができました。衛星打ち上げには、日本の三井住友銀行から

融資をしていただきました。国の衛星通信産業を発展させるため、新しい衛星の打ち

上げの準備が始められております。アゼルバイジャン国内で宇宙分野の生産が推進さ

れております。また、頼もしいことに日本のメーカーの方々がこの分野に関心を示し

て下さっています。日本企業２社、NEC と三菱電機に対して、低軌道リモートセンシ

ング衛星の生産、打ち上げに関する入札の提案がありました。将来的には、企業の方

に第二の通信衛星の打ち上げに対して是非入札していただきたいと思っております。  

市場が自由化されてきており、民間企業の占める割合が 67％から 80％になりました

が、アゼルバイジャン政府は、多くのインターネットサービスを開通いたしました。

投資額は 30 億ドルを超え、うち 20％が外国投資になっております。昨年のデータによ

りますと、全人口の 70％がインターネットを利用しております。半数の学校が高速イ

ンターネットを接続しております。そして、「ブロードバンド・インターネット発展プ

ロジェクト」が策定されております。実施期間は 2010～2016 年、規模は４億 5,000 万

ドルです。このプロジェクトの基本構想ですが、各家庭がそれぞれブロードバンドに

インターネットアクセスできるようにするということです。新しい NGN、ATC が設置

されます。光ファイバーケーブルが国内すべての集落に敷かれる予定となっておりま

す。このプロジェクトでございますけれども、それぞれのユーザーに次のような容量

を保障することになっております。村などにおきましては、５～10MB、都市の中心部

では 30～100MB、バクー市におきましては 100MB～10GB になります。  

このプロジェクトでは e サービスが国内のどこでも見られるようになります。例え
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ば e ラーニング、保健医療、電子商取引などを導入することになっております。そし

て 2016 年までにすべての集落、市町村で行政サービスにアクセスできるようになりま

す。上記をふまえ、ブロードバンドネットワークの設置や、必要な機器の生産に協力

していただいたり、アゼルバイジャン政府の支援のもと、日本とアゼルバイジャンの

企業が共同でハイテク製品を生産したり、また新市場に進出するということは、非常

に有望で魅力的なポテンシャルが（ICT 事業には）あるということを証明していると

思います。  

この分野におきましては、アゼルバイジャンの会社アズテレコムと日本の会社であ

るフジクラが試験用機器を光ケーブル回線のモニタリングのために導入いたしました。

この通信情報技術分野における日本とアゼルバイジャンの友好関係は非常に伸びてき

ており、右肩上がりに成長しております。情報や意見の交換が推進されております。

特にこの件に関しましては、国際協力機構 JICA 様のご功績を強調させていただきたい

と思います。毎年、アゼルバイジャンの専門家は研修を受けることができ、実力向上

を図ることができるわけですが、これは日本の各地にある JICA センターにて講義を行

っております。ご存知かもしれませんが、2013 年２月、バクーで第１回日本アゼルバ

イジャン地域フォーラムが開催されました。  

また、2013 年 12 月 10～12 日にかけて、日本政府の主催で通信情報技術省アリ・ア

バソフ大臣他宇宙産業やハイテクパーク、そして ICT 分野の代表団が日本を訪問させ

ていただきました。アゼルバイジャン代表団はその際、日本の ICT の先端企業を訪問

致しました。また、政府関係者とも会談をさせていただきました。我々の企業に関し

て、本年におきまして、幅広い代表団に訪問いただきました。これはヨーロッパ等を

担当されております代表団の方、池野正広本部長を代表とする代表団の方が本年２月

12～15 日にアゼルバイジャンを訪問いただきました。代表団はトルコ・中央アジア・

コーカサス担当部署の責任者の方々、その他の企業の方々が参加をされました。  

また、通信情報技術省は高橋大使にご出席をいただきまして、アゼルバイジャン・

日本 ICT ワークショップを開催いたしました。ワークショップにおきましては、NEC

の方を紹介していただきました。分野としては、通信やセキュリティ、先端技術、光

ファイバーシステムなどの紹介が行われました。アゼルバイジャン側からは、約 20 の

民間組織や企業が参加をいたしました。さらに、アズテレコムと NEC のあいだで MOU

が調印されました。今後の協力関係ということで、さらに作業が進められていくこと

になっております。また、新しい技術を導入するという方針についても検討がなされ

ることになっております。  

以上、様々列挙させていただきましたけれども、さらに通信や ICT における相互協

力に弾みをつけるためのいい土台になってきていると思います。本日の会議が成功裏
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に進められ、互恵関係を私たち両国の間に強化、発展させるための新たな一歩になる

と確信しております。また新しいプロジェクトが数多くありますので、是非日本の企

業の方にもご参加いただきたいと思っております。これは宇宙分野や光ファイバー通

信もございます。５億 5,000 万ドルという数字を出させていただきましたけれども、そ

のような規模のプロジェクトもございますので是非通信衛星の分野、そのほか通信分

野でのプロジェクトに参加していただきたいと思います。  
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山崎徳夫・伊藤忠商事㈱ バクー事務所 所長 

「スマート街路照明サービス 

～必要最低限の費用で最大限の省エネ、維持管理の効率化を実現～」 

 

本日はインテリジェント・ライティングシステムのご紹介をさせていただく機会を

頂きありがとうございます。  

先ず簡単に弊社の紹介をさせていただきます。伊藤忠商事は 1858 年に創業者の伊藤

忠兵衛により繊維問屋として発展しました。その後、第二次世界大戦後の 1949 年に現

在と直接つながる伊藤忠商事株式会社が設立され、約１世紀半にわたり成長を続けて

まいりました。現在は世界 66 か国に約 130 の拠点を持つ大手総合商社として、様々な

分野において国内、輸出入、三国間取引のほか、事業投資など幅広いビジネスを展開

しております。貴国アゼルバイジャンでは、伊藤忠グループとして 1996 年にバクーに

駐在員事務所を開設し、ACG 海底油田開発プロジェクト、BTC パイプライン輸送プロ

ジェクトへの投資参画、アゼルバイジャン原油の取引等のエネルギー分野、日本の ODA

に基づく建設機械の納入等の他、給油機、自動車、化学品などのビジネスを展開して

おります。  

さて本題に入りますが、街路灯は夜間人々の安全・安心の為に光を与えてくれる大

切な設備ですが、街路灯用途に使われている電気代は、自治体全体の電気代の 30％を

占めているといわれています。また、多額のメンテナンス費用、オペレーション費用

が費やされています。そのような中、現状は状況把握や全体の管理体制がずさんな状

態になっていることが多く、残念ながら、球切れや故障の状態が把握出来ずに放置さ

れているのが実情です。またそのような状態は市民からの苦情で発見される事となり、

その都度、交換作業が発生し、非効率的です。  

たとえば東京のある区では 8,000 本の街路灯のうち、年間 1,000 本が球切れを起こし

ます。そのうち約 600 本は役所の方が交代で夜間見回りをして発見するのですが、 残

りの 400 本は区民からの苦情電話で発見されます。  

 その際は早急な対応を求められ、翌日に１本球の交換の為に  高所作業車を出動させ

ての作業となってしまいます。このような問題を解決するために、Diming（調光）、

Monitoring （監視） , ランプの在庫最適化が必要です。それが将来のスマートシティ

ーの柱になり、このシステムを活用したセキュリティカメラや各種センサーの組合せ

により町全体のインフラを効率良く管理するのが理想です。  

では、そのコンセプトを実現するには何が必要かということになります。１つはオ

ペレーションとメンテナンスの効率を改善するために必要な情報を収集し、一元化し

て管理する方法。２つ目は、情報収集とコントロール信号の配信のための通信技術。



28 

 

３つ目は、ランプの電圧、電流、エネルギー使用量などの情報を測定する機器、また

コントロール信号を受けてきちんと動作する機器が必要となります。これらの組み合

わせがスマートライティングの基本的な要素です。  

伊藤忠が提供するスマート街路灯システムについて簡単にご説明いたします。これ

はシステムの全体図です。主に２つのハードウェアを追加します。まず１つはこちら

の黒い箱です。これは通信ノード内蔵型の電子安定器です。このノード付安定器を各

街路灯ポールに設置します。この安定器は各々のランプの電圧、電流、エネルギー使

用量、温度など測定する機能とランプを調光、制御する機能をもっています。もう１

つのハードウェアはこの灰色のスマートサーバーです。これは道路上の分電盤の中に

設置します。スマートサーバーは既存の電力線を利用し、各街路灯につけたノードと

通信します。各街路灯から集めた情報を 3G の無線回線でデータセンターに送ります。

簡単な構成で先端技術を活用したシステムです。  

次にこのシステムの特徴を４点説明いたします。まず遠隔でリアルタイムに各々の

街路灯を調光、ON、OFF の制御ができることです。もちろん複数のランプを制御する

オプションもあります。２つ目に遠隔で各々のランプの状態を監視することができま

す。このような機能で街路灯の運用、メンテナンス作業をより効率よく実現できます。

住民からランプ故障の苦情を受ける前にリアルタイムに情報を把握し、対応できる体

制が出来ます。３つ目の特徴は、このシステムは既存の電力線を使って各街路灯との

通信を行うことです。したがって現地で新たに制御線を配線する必要はまったくあり

ません。またこの電力通信はグローバルかつオープンな ISO 基準に従っていますので、

既存のランプ、他のハードウェアを交換しなくてもこのシステムは使えるという点で

す。４つ目の重要な特徴はシステム利用者の事務所に高価なサーバ、 IT 設備を設けな

くても、普通のパソコン、タブレット、スマートフォーン上のブラウザさえあればな

にも設定せずにいつでもどこでもデータセンターにアクセスできるという点です。  

これは弊社が提供するシステムのリアルタイム監視、制御画面です。役立つ情報が

一目でわかりやすく表示されます。もう１つ重要な機能について説明いたします。街

路灯が故障する原因を正しく理解せず、故障の原因を直せずにランプ交換した場合、

また故障する恐れがあります。このシステムでは各ランプからとったデータの履歴を

記録しています。この画面に表示されているように、複数パラメータの情報を同時に

表示することによって故障したタイミングの前後で何が起きていたのかを分析するこ

とができます。上の表示はランプ故障が発生した際に迅速に対応するように、どこの

ランプが壊れたのかが地図上に表示されます。メールや SMS にも故障の内容が送られ

ますので、優先順位を立てて最も効率の良い方法で対応できます。  

下の表示はシステムでは自治体向けの様々なレポートが作られます。例えばこの画
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面に表示されているのはこのシステムを使って、調光によって図ったエネルギー削減

のグラフです。一目でシステムの効果が見えるようにしています。上の表示は各ラン

プの調光、ON・OFF 制御は予めスケジューリングすることができます。複数制御パタ

ーンを用意し、カレンダーの日に合わせて適切なパターンを適用できます。例えば週

末に特別な調光パターンを適用したり、夏と冬の日の入り、日の出時間に合わせて違

う調光パターンを適用したりすることもできます。  

下の表示は地域毎にランプの寿命が一目で分かるような表示です。この図に見える

ように、緑色で表示されているのは新しくつけたばかりのランプで、使用時間がまだ

1,000 時間未満のランプの数です。この機能ではランプの交換時期が明確になり、適切

なランプの在庫を管理することができ、無駄な在庫を持つことが不要になります。こ

の技術（監視ソフト、PLC 技術、クラウドホスティング）は非常に安定した技術で、

欧米を中心に 300 以上の市で既に使われています。伊藤忠も日本では環境省のプロジ

ェクトとしてつくば市にこのシステムを導入しました。また船橋市、神戸市でも導入

中です。海外ではシドニー市、シンガポール市、インドのチェンナイ市向けに実証実

験を実施し、今後の展開に関わっています。また、ロシア、ウズベキスタンでも紹介

を行っているところです。  

最後になりますが、この３月にバクー市にて現在の街路灯の状況を確認し、このシ

ステムを提案する予定です。バクー市では７万本の街路灯を管理しており、これらの

ランプを手動で管理していると聞いています。来年には European ゲーム大会が開催予

定と聞いており、この機会に街路灯の管理を我々の提案する監視制御システムを採用

していただければ、街路灯運用の効率がアップし、明るい町のイメージを作りに大き

な役割を果たすことが出来るものと期待しております。ご静聴ありがとうございまし

た。  
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バダロフ・アゼルバイジャン共和国代替・再生可能エネルギー庁 長官 

「アゼルバイジャン共和国代替再生可能エネルギー庁の役割と今後の展望」 

 

皆様、まずご挨拶から始めたいと思います。自己紹介させていただきますとアゼル

バイジャン共和国の代替・再生可能エネルギー庁の長官であります。これは我が国に

おけます最も若い組織でありまして、アリエフ大統領の命により 2010 年に設立された

機関であります。ということでまだ３年の歴史しか持っていないわけでありますが、

既に成果はあげておりますので、この報告の中では、これまでの実績と今後の計画に

ついてお話をしたいと思います。  

まず、私たちが努めたのは国際的な経験を知り、学ぶということであります。ヨー

ロッパ諸国、アメリカ、アジア諸国の経験、実績がどのようなものであるかというこ

とを勉強しました。そしてエネルギーの利用、代替・再生可能エネルギーに関しまし

ては多くの国々でマイナスの結果も出ておりますので、我が国で繰り返さないように

するということが大切であります。どのように管理・運営していけばいいのかきちん

と学んだわけであります。  

そして、ヨーロッパよりも安い価格でエネルギーを発電するということが必要であ

ります。料金体系ということも重要になるわけであります。今の山崎さんの報告をと

ても興味深く聞きました。そして嬉しい報告でありました。我が国では同じような活

動を行っているということを報告したいと思います。  

現在の私たちの活動は３つの分野がメインの分野になっております。第一の分野は

どの家も発電所であるというパイロットプロジェクトであります。総合スポーツ施設

などいくつかの施設が代替エネルギーの発電を行い、そして販売も多くなっています。

学校や幼稚園、そして医療機関に関しましても代替エネルギーで発電、その電力を供

給されているところがいくつもあります。また、太陽エネルギー、風力エネルギー、

バイオマスの発電所もありあます。60MW の風力発電所というのも、ドイツのテクノ

ロジーを活用しているものでありますけれども、ドイツの専門家とともに自力で発電

所を作りました。今年に関しましては 15MW を太陽光エネルギーを活用して発電する、

そして 10MW をバイオマスで発電するということになっています。  

エネルギー効率もとても重要なポイントであります。現在私達はゴブスタン市にお

いてスマートネットを整備中であります。ハイブリッド発電所と並んで行われている

ものでありまして、コンプレックスの延長としてゴブスタン地区をスマートネットで

カバーする計画があるわけです。とても重要な役割を担っているのがエネルギー効率

ということであります。このゴブスタン地区においては完全自動化という形で発電、

配電を行っていきます。１軒の家から始まってそれぞれの社会、公共設備、そして街
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灯も完全に自動的にモニターするということになっています。2013 年に第１段階は終

了しました。発電所は私たちのアゼルエネルギーと言うネットワークと特に仕事をし

ておりまして、発電、そういったものはすべてこのネットワークに任せてゴブスタン

市にすべて供給しています。そしてこのプロジェクトでありますけども近いうちに完

成し、私たちアゼルバイジャンの力だけで維持していくということになります。  

 風力に関しても、太陽光に関しましても、発電に関してはたいへん大きなポテンシ

ャルを持っております。そこでこの分野においては日本の企業と日本のテクノロジー

の供給という形で協力をすることに大きな関心を持っております。  

また日本企業との関係ということになりますと、私たちの役所はとても若いものに

なりますので、あまり日本の企業の皆様にあまり知られていないのかもしれません。

ただ、私たちは大変に大きな将来性のある分野を管轄しているのであります。そして

アゼルバイジャンのみならず、日本にとっても将来性の大きなものであります。研究

も今行っております。風力発電に関しては、他の国よりもより効率の高いものにする

ということがあります。私たちにとっても大きな意味を持っておりますカスピ海は、

風の大きな余力を持っているからであります。そして、エネルギー効率に関してはと

ても大きな協力が可能になると思います。ゴブスタン地区一つだけを例にとりまして

も、正しいアプローチを取れば、つまりエネルギー効率に関して正しいアプローチを

行えばゴブスタン市は、夏は 1.5MW をエネルギーリソースによって発電、供給してい

きます。これをより正しく、エネルギーリソースを正しい形で活用する技術を利用す

れば、完全にこの市、街一つ完全に自給自足ができるということになります。そして

こういった形のモデルをアゼルバイジャン全体に普及していくことが可能になります。

代替エネルギーという分野においては日本企業のハイテクというものはすでに長年に

わたって世界で認められております。アゼルバイジャンでも大いに活用することがで

きると思います。  
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バイラモフ・アゼルバイジャン共和国教育省 次官 

「日本とアゼルバイジャンとの教育・人材育成分野での協力の可能性」 

 

尊敬する共同議長、そして尊敬する委員の皆様、また尊敬するご列席の皆様。私の

方からはあらためまして日本の皆様に対してこのように暖かく歓迎・歓待をしていた

だいておりますことに感謝申し上げます。今回このように日本での会議に参加できた

ことに大変嬉しく思っております。また、日本という偉大な文化・歴史を持つ国を訪

問でき嬉しく思っております。  

実は私どもの国の間では教育省同士での教育交流に関する具体的な協定が結ばれて

いるわけではございませんが、両国関係は全般的に非常に伸びてきており、教育シス

テムに関しても日本に多大な貢献をしてもらっております。日本政府のアゼルバイジ

ャンに対する無償支援によりまして教育機関の建設や修理のプロジェクトや教育制度

支援プロジェクト、大学の学生や教員の交換プログラム等が実施されております。  

2007～2011 年に日本政府とゲイダル・アリエフ財団から金融支援を受けまして教育

省とユネスコで、大型プロジェクトである「アゼルバイジャン職業教育の近代化」を

実施いたしました。このプロジェクトはアゼルバイジャンの職業技術教育制度の近代

化を目指すものであり、持続可能な発展と市場経済の要求に合った人材育成をすると

いうことです。具体的な分野はホテル・観光業、情報通信技術、ICT 等です。そして

また、実力向上職業技術教育専門センターの設置などが行われるプロジェクトでした。 

2006～2013 年にかけて教育関係の 10 以上のプロジェクトが、日本政府のグラントプ

ログラム、いわゆる「草の根・人間の安全保障無償資金協力」の枠内で実施されまし

た。このプログラムは主に地方を対象としていて、中等技術学校や幼稚園等の建設や

改修および暖房や教育設備の設置等です。  

日本政府はさらに世界銀行のアゼルバイジャン教育発展プロジェクトの融資にも大

きな役割を果たしていただいております。この蓄積されたアゼルバイジャンの教育改

革は、主な課題として教育の国際化、改革を推進するということになっていますので、

ぜひ日本との協力関係を教育分野そして高等職業技術教育の分野で発展させたいと思

っております。  

「2007～2015 年アゼルバイジャン青年海外協力プログラム」というプログラムがご

ざいまして、その対象となっているのは世界の 544 の大学ですが、そのうち 40 大学が

日本の大学です。つまり、日本の大学を非常に高く評価しているということですが、

残念ながら他の国と比べましても、日本で勉強するアゼルバイジャンの学生の人数は

高いレベルではないということです。もっと人数を増やせるのではないかと思ってお

ります。この状況を改善するためには、ぜひ日本の大学の方々に、アゼルバイジャン
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に進出、または具体的なプレゼンスを高めていただきたいと思っております。日本側

からの支援がいただけますと、教育機関のレベルの様々な分野で発展させることがで

きるのではないかと思っております。たとえば分野としては技術、農業、情報技術が

考えられると思っております。人材開発と両国の文化交流の深化に大きく寄与できる

ような提案をこれからもしていきたいと思います。  

次に高等教育の分野においては、いわゆる「ダブル・ディグリー・プログラム」の

提案が可能だと思います。学士から博士課程までです。さらに教員のレベルアップ、

アゼルバイジャンの大学の制度的発展プロジェクトを政府の支援のもとで行っていき

たいと考えております。更に、電子環境や情報システムを構築したり、品質保証制度

を設置するといった分野でも協力ができると思います。学生や教員に関する情報収集、

分析をシステム管理するということによりまして、より質の高い大学教育を行い、よ

り詳しい情報に基づく経営決定を行うことができるようになります。  

職業技術教育の分野は、教育改革の中でも優先分野となっております。改革は政府

にが持続可能な社会経済的発展を保障するものであります。職業技術教育専門センタ

ーの設置を考えているわけですが、是非お越しいただければありがたいと思っていま

す。職業訓練の分野は、自動車整備、情報通信技術の専門家育成となっております。

このプロジェクトというのは、優れた人材をさまざまな分野で育成するためのもので

ありますけれども、教育プログラムを見直しながら、また市場の要求に見合った人材

の育成をしたいと考えております。そしてこのセンターには近代的な設備を導入し、

教育用の電子資料やサイトを学生または教職員のために開通していくということが考

えられております。ここで申し上げているのは、決してファイナンシャルですとか、

質的・技術的な支援のみを申し上げているわけではございません。私たちは是非日本

の豊かな経験を活用させていただきたいと思っております。ご清聴ありがとうござい

ました。  
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足立誠・川重テクノロジー㈱システム開発事業部 IT システム部 

谷義隆・国際計測機器㈱試験器営業部 

報告「日本防災プラットフォーム個別検討会プロジェクト」 

 

本日、このような場にて私たちの活動についてご報告することは、大変光栄に思い

ます。今回、この機会をくださいました、日本アゼルバイジャン経済委員会事務局の

皆様に厚くお礼を申し上げます。  

さて、本日は時間が余りありませんので、私たちの報告内容といたしまして、２点

ほど申し上げたく存じます。１つは、もともとアゼルバイジャン共和国非常事態省か

ら頂戴したお話の我々側の取り組み内容。もう１つは、今後の対応と展望です。  

まず最初に経緯をご説明致しますと、もともと私が 2010 年くらいに、地元神戸の国

際復興プラットフォーム（IRP)という、国連イニシアチヴの防災アドボカシー機関で

働いていた時に、アジア防災会議で来日していたラサード・ガシムザードと知り合い

ました。彼はアゼルバイジャン非常事態省国際部の部長です。彼と個人的に親しくな

りまして、それから友情を育んできております。彼とはずっとメールでやり取りをし

ていたのですが、一昨年の９月に個人的にメールを受け、「非常事態省として取り組み

たい防災プロジェクトがいくつかあるが、なかなか日本政府からの返事がないので、

できれば民間企業の方からいろいろ動いていただけないだろうか」という個人的な依

頼を受けました。私は国連機関や議会で働いていた経験を生かして、いろいろなとこ

ろに相談を持ちかけました。昨年１月に内閣府主催のアジア防災会議が神戸でありま

して、その際にニヤジ・ザマノフ氏とガシムザード氏が来日しましたので、日本の防

災技術を持つ民間企業、大成建設や清水建設などの大手スーパーゼネコンで免震、耐

震技術、それから早期警戒システムなどを見ていただき、東京大学では、災害時に避

難経路を研究している先端科学技術研究センターで研究内容を見ていただきました。  

そして、私も今は民間企業の立場ですので、一民間企業だけでは動けないという事

情があり、いろいろな民間企業と一緒にチームを組んで案件に取り組もうと思い、大

成建設、日立製作所と一緒に動いていきたいと思っております。日本語の資料を十分

にまだ英語化までできてないので、言葉だけで説明しますと、例えば、非常事態省が

取り組みたい内容の一つとして、災害時の早期警戒システムがあると聞いています。

日本には、この図のようなシステムを販売しているところがいくつかあります。 つ

まり、衛星画像を分析して、災害対策室で情報に加工し、政府や病院、道路、国民の

携帯電話に届けるサービスです。こういった一連の流れをパッケージとしてアゼルバ

イジャンで展開できるなら、今後起きうる自然災害の被害を軽減できる１つの有効策

になるでしょう。つまり、経済成長の妨げになる自然災害におけるリスクを軽減でき
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るのでないかと思います。  

また、地震の実験施設もご興味があると思いますが、例えば清水建設はこの近くに

このような研究施設を持っています。これも日本語ばかりで申し訳ないですが、清水

建設は去年、約 100 億円かけて風洞や、地震振動、材料実験、岩石実験、耐火実験な

どができる施設を作りました。特に、大型構造実験では、これまで日本で起きた地震

を再現し、どうしたら建築物が地震につよくなるかなどの実験がより詳細にできるよ

うになりました。私の横にいる国際計測機器も、そういった実験機器を販売している

会社です。こうした実験施設は日本の大手建築会社であればどこでも持っていますし、

日本政府も兵庫県に日本一大きな実験施設を持っています。それらは全て日本の防災

技術を集めた代物です。  

こういった各民間企業はいろいろな防災技術をもっていますが、１社だけでは海外

展開できないわけです。国交省が、防災技術の海外展開に関する新組織を立ち上げる

準備に入り、現在は防災技術を海外展開したい日本企業約 170 社が参加意向を示して

います。私は最初からこの新組織の組織原案や運営ルール作りに関わっています。来

年３月の終わりくらいまでには、１つの新しい組織が出来上がることになっておりま

す。この組織というのは、日本の防災技術の窓口であり、外国政府が例えば自国の防

災計画や街づくり、災害対策を日本とやりたい場合、この組織が窓口になり、個別プ

ロジェクトを動かしていきます。その個別プロジェクトの中には、日本政府機関がい

る場合もありますし、いない場合もあります。  

４月には Japan Disaster Risk Management Platform が立ち上がります。だいたい日本企

業 200 社が集まっている組織です。既に個別のプロジェクトの中には始まっているも

のもありまして、例えばミャンマー、トルコ、タイ、ベトナム、インドネシアなどで

は二国間のワークショップをやっております。そこで日本の防災技術を使っていきま

しょうということで、既にミーティングは何回か開催されており、これからもワーク

ショップが行われる予定です。  

一昨年、ガシムザード氏から非常事態省が取り組みたい内容を聞かされた私は、そ

れを取り組める企業、例えば日立や大成建設に声をかけ、民間企業だけのチームを作

りましたが、今後はこの組織の個別プロジェクトとして推進していくと、民間企業だ

けでなく、日本政府機関や研究機関も含んだチーム・ジャパンを形成することが可能

になり、もっとしっかりと貴国の防災促進に貢献できるのではないかと考えます。我々

側は着実に協力体制が出来つつあります。 最後に、私達は、ここにいらっしゃる皆

様と是非一緒に貴国の経済発展を妨げるリスクに立ち向かっていきたいと思いますの

で、今後ともよろしくお願い致します。ありがとうございました。  
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ナシロフ・アゼルバイジャン国営石油会社（SOCAR） 副社長 

「SOCAR と日本企業との協力」 

 

日本の皆様、ホスト側の皆様に感謝申し上げたいと思います。この会議を効率よく

行うことができることに感謝をしたいと思います。そして第８回日本アゼルバイジャ

ン経済合同会議参加者の皆様に大きな満足を持って挨拶をしたいと思います。日本と

アゼルバイジャンとの間には豊かな長年の歴史があり深い文化的な絆があるというこ

とを私達全員が認識しております。私達は戦略的なパートナーであり、様々な国際組

織において多国籍間フォーマットで良い協力を行っているわけであります。  

アゼルバイジャンで仕事している方であればよくお分かり頂いていると思いますが、

アゼルバイジャンという国は炭化水素を人間が活用するということを初めて行った国

であります。1886 年に初めてこのボーリングが行われました。アメリカのペンシルバ

ニアで石油ボーリングが行われる前にアゼルバイジャンで行われたわけです。最初の

パイプライン、最初の石油タンカー、最初のオフショアのボーリングというのは、こ

れは全て 1990 年代になりますけれども、全てアゼルバイジャンで行われたものであり

ます。そしてノーベルの遺産というものを我が国が継承したわけであります。1949 年

以降、日本のノーベル賞受賞者でありますけれども、７人の日本人がノーベル化学賞

を受賞したわけであります。そしてノーベルでありますけれども昔のアゼルバイジャ

ンで仕事をしたわけであります。  

 さて、1994 年カスピ海のアゼル領域のアゼリ・チラグ・ギュネシリの共同探査開発

生産協定が可決されました。これは「Contract of Century」 というもので、日本とアゼ

ルバイジャンがエネルギープロジェクト実現の幅を広げたことにもなったわけです。

現在よくご存知のように日本の INPEX と伊藤忠商事はアゼリ・チラグ・ギュネシリで

共同探査開発生産協定の枠内で成功しているわけであります。また、 INPEX と伊藤忠

は他のパートナー企業と共にアゼリ・チラグ・ギュネシリの大変深いところにあるガ

ス鉱床開発プロジェクトに参加しています。日本企業に関しましては技術、機械の提

供で今まで以上の大きなチャンスを得ることになると思います。  

さて、2006 年に BTC、バクー～トビリシ～ジェイハン石油パイプラインが稼働しま

した。これによってアゼルバイジャンはグルジア経由でトルコの地中海港、ジェイハ

ンまでのパイプラインでの原油輸出を始めることができたわけであります。このパイ

プラインは地中海地域における唯一のパイプラインであったのです。世界にパイプラ

インで原油を供給する初めてのパイプであります。OPEC でなく、イランでもアラブ諸

国でもなく、ロシアでもない石油を輸送する初めてのパイプラインでありました。

INPEXと伊藤忠という日本の企業は BTCパイプラインにおいてもパートナーであるこ
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とを指摘したいと思います。  

 アゼルバイジャンの石油ガスの最新の成果ですが、これはシャフデニスの第二フェ

ーズ開発についての最終的な投資決定であります。昨年の 12 月にコンソーシアムを決

定したわけであります。我が国の副首相も先ほど指摘したように、シャフデニス２、

南カフカスパイプライン、TANAP、TAP を含めた４つのプロジェクトですが、この総

額は 450 億ドル以上になるわけであります。従って日本企業にとってはとても大きな

展望が開けていると思います。この４つのプロジェクト全てにおいて日本企業の参加

が有望視されています。  

さて、プライオリティとなりますと、ぜひ皆様に思い出していただきたいのが、

SOCAR のアゼルバイジャンにおけるペトロケミカル工場の建設です。投資総額が 144

億ドルになり、2020 年代半ばに完成することになっております。プロジェクトの最初

の段階でありますけれども、日本の複数の企業と話し合いが行われています。JGC、東

洋エンジニアリング、千代田化工、丸紅、伊藤忠、三菱、横河電機、三菱電機、東芝、

荏原、日立、神戸製鋼、住友、川崎重工、新日本造機といった企業との話し合いを進

めているわけであります。このプロジェクトは大変規模が大きいわけでありますので、

SOCAR と日本の企業とが次の分野で日本の企業との互恵の協力を重視しております。

建設、ユーティリティ、土木工事、設備納入、自動化、ファイナンシャルサポート、

そして完成品の購入であります。  

日本企業との今後の協力計画ですが、トルコのイズミル近郊のスタールの工場でも

日本との協力が視野に入れられています。また、協力の大きなポテンシャルとなると、

アゼルヒミヤのポリプロピレン、ポリエチレンに大きなポテンシャルがあります。エ

チレンプロピレン工場、スチームジェネレーション工場の近代化が大きな目玉であり

ます。こういったものすべて日本とアゼルバイジャン関係が成長軌道にあることを裏

付けると言えるでしょう。これは日本、アゼルバイジャン両国の戦略的な利益にもか

なっています。  

私自身についてでありますが、一番最近日本、東京を訪問したのは 2002 年でありま

す。私はアゼルバイジャンのサッカー連盟の代表でもあり、ワールドカップでも日本

を訪問しました。そして今年のブラジルでのワールドカップでも日本人は参加します。

そこで第一試合では日本を応援したいと思います。  
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ママドフ・スムガイト化学インダストリアルパーク 副社長  

「スムガイト化学インダストリアルパークについて」 

 

 私の方からはスムガイト化学インダストリアルパークに関してお話申し上げたいと

思います。今この件に関しては国内でも非常に優先されております。スムガイトとは

町の名前ですけれども、もともと化学が発展してきた町でございます。  

町に関して申し上げたいと思います。1949 年に市として設置されました。1980 年代

末までソ連の石油化学製品の 40％を生産していた町でもあります。このインダストリ

アルパークは大統領令により設置されたものです。既に新しい段階として開発が進め

られてきております。このスムガイトはバクーから非常に近いということで立地条件

も大変良いです。バクー－ロストフ幹線道路の道路にも近いことが挙げられます。そ

の他、鉄道網にも近いという状況にもなっておりますし、港も近いことが挙げられま

す。  

この具体的設立目的ですが、工業生産競争率を上げる、イノベーション対策を用い

る、そして企業活動の促進、支援をする、そして非石油部門の安定成長を図る、産業

分野の雇用を拡大するということでございます。外国投資家の皆様に対しましてはグ

リーンフィールドへの新しいアプローチができるように拡大していくということであ

ります。  

次に先程も申し上げましたが立地条件が非常に良く、アゼルバイジャン自体がヨー

ロッパとアジアの架け橋であり、シルクロードが通っていた国でもあります。アゼル

バイジャンは地理的に考えてもロシアやカザフシタン、ウズベキスタン、トルクメニ

スタン、イランなどの市場が近いので港を通してペルシャやグルジア、黒海の方へ通

じることができます。そしてトルコを通してヨーロッパへ出ることもできます。  

今バクー～トビリシ～カルスのインフラ整備が検討されております。ここが開発さ

れますとヨーロッパから東アジアへの回廊が開設されることとなります。ですので、

輸送費を削減できるようになります。  

二点目に、私どものパークの非常に魅力的なところはインフラが非常に整備されて

いるということです。既にこの敷地においては必要なインフラが整備されております

し、建設も進められております。例えば高い高品質の電力を供給することができます

し、また二か所ガス分配ステーションの予定地がございます。さらに鉄道へのアプロ

ーチが西、北の方へ開けています。また、オープンタイプ、クローズタイプの２つの

大きな倉庫があり、それぞれが１万㎡の広さです。その他、飲料水、産業用、工場用

水の保管所もございます。この敷地内には幅広い社会的スペースも構築されることに

なっています。これは日本を含める８つの先進国の経験を取り入れております。  
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これはパークということですので、やはり社会的に、生産のみならずその他の休憩

できるスペースも必要です。福祉の分野が必要ということであります。22 階の建物が

できまして、ここには例えば会議室１万㎡がございます。ですので、このテクノパー

クは地域全体の産業の拠点にもなっていくと思います。その他にも職業訓練校も建設

されることになっております。ワークショップなども行えます。近代的なラボ・研究

室の建設、また学生用の寮も建設されることになっておりますし、エンジニア、技術

者のためのホテル、宿泊施設の建設も予定されております。その他、幼稚園建設も検

討されております。  

 次に、アゼルヒミヤという会社が近くにありますので原材料が確保できます。今後

の生産基盤になるということでございます。ご存知の通りアゼルバイジャンは石油ガ

スのみならず、石油精製が進んでいる国でもあります。こういったことを考えますと

テクノパークは原材料の点から見ても非常に魅力的でございます。  

 次に、先ほど申しました通り、私たちのテクノパークは生産発展のために十分な原

材料と合わせて人材も揃えることができるというわけです。具体的に上げますと、職

業訓練高校建設も予定されております。大学等、学術研究所と協力致しまして訓練を

行っていくこととなっています。例えば大学名を挙げますと、カフカス大学やスムガ

イト国立大学、マメダリエフ記念石油化学大学、その他諸々の大学が市内にあります

ので、協力関係を図っていくことができます。トレーニング・学習センターも検討さ

れています。ですので、化学、石油化学分野での人材は非常に重要視されております。  

 次に魅力的な観点としては、非常に良いサービスを受けることができるということ

であります。例えばビザ申請の簡素化、ライセンス取得、許認可、労働許可を受ける

などの分野のハードルが下がると思います。またその他の手続き、事務関係のサポー

トがされます。  

強調させていただきたいことは労力があるということでございます。アゼルバイジ

ャンにおきましてはいわゆる労力コストの効果ということで申し上げたいと思うので

すが、安価であるということではございません。非常に質の高い労力、労働者がいる

ということです。ですから、アゼルバイジャンで生産を行うということは非常に労働

生産性が高いということになります。要するに良い労働力を得ることができるという

ことです。ですので、企業の方々におかれましてもこちらの生産開始ということに関

しては十分に人材が期待できると思います。  

今後のインダストリアルパークの発展に対していろいろな優遇処置がとられており

ます。今日の優遇処置でございますが、地域全体にとっても非常に魅力的な優遇措置

が取られております。法人税、資産税、土地税、そして輸入機器に関する付加価値税

が免除されることとなっております。また、インセンティブポートフォリオの拡大が
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検討中でございます。さらに今現在、優先分野とされている産業分野はパッキングイ

ンダストリー、包装分野、化学関係の製品の包装、自動車、電気・電子機器、農業、

その他、ポリプロピレンの材料、医療部門も挙げられます。  

そして最後にこちらのリストをご覧頂きたいのですが、輸入化学製品ですけれども、

アゼルバイジャンは非常に伸びてきている。またアゼルバイジャンは非常にポテンシ

ャルのある市場だということをご理解いただければと思います。つまり全国にも市場

が広まっているということであります。  

そして最後のスライドになりますが、なぜ日本が大事かといいますと、日本はもち

ろん最新技術がある国でございます。科学技術のポテンシャルも非常に高いというこ

とでございますので我々としては、ぜひ日本の技術を導入していきたいと思っており

ます。日本の企業の方々を誘致をさせていただきまして、ぜひ技術力を提供していた

だき、今後長期的に産業分野で交流していきたいと思いますし、産業クラスターの構

築にご協力いただければと願っている次第です。私の方からは以上になります。  
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＜質疑応答・コメント＞ 

 

田中哲二・日本アゼルバイジャン経済委員会顧問 

私は、この会議にはもう 10数年出席しておりまして、副首相とも旧知でございます。

アゼルバイジャンは非常に天然資源豊富で、特に石油、天然ガス。経済発展を考える

場合に石油セクターとノンオイルセクター、この２つのバランスを上手にとっていか

なければならないであろうと何度も申し上げておりました。非石油セクターは 2013 年

には 10％くらい伸びたということで、大変結構なことではないかと思います。これか

らも非石油セクターがどんどん伸びていくことを非常に期待しております。その時に、

かつて日本が第二次世界大戦の後に傾斜生産方式というのをやりましてですね、非オ

イルセクターの中でどういう順番で産業を育成していくかということについてかなり

綿密にいろいろな政策を打ったことがあります。アゼルバイジャンにおいても日本の

傾斜生産方式的な形で非オイルセクターの成長をステップ・バイ・ステップで、尚且

つプライオリティ、順番をきちんとつけてやるようにしたら同かということを言い続

けてきました。おそらくその方がかなり実現して 10％という成長率を挙げたのだと思

います。  

 それで質問ですが、非オイルセクターの成長率が 10％内外の高い率を維持していく

という計画、予想はつきますか。どうですか。そういったセクター別のウエイトの置

き方につては現在こうなっている、という現状がございましたらちょっとご説明いた

だけると我々としては非常にうれしいし、将来に対して希望が持てるという風に考え

ます。いかがでしょうか。  

 

シャリホフ副首相 

まず、質問にお答えしたいと思います。（中略）今の非石油セクターに関するプライ

オリティということでありますけれども、ICT というのがとても重要な分野でありま

す。IT、ICT ということになります。我が国はこの分野をとても重要視しております。

今日の報告の中にもありましたけれども代替・再生可能エネルギーということも重要

であります。私もお話ししましたが農業も重要な分野であります。国民の 45％は農村

に暮らしていますので当然、農業に従事しているわけであります。ということで私た

ちは農業を重視しております。  

石油化学も重要であり、加えてプレゼンテーションにもありました通りテクノパー

クの創設ということも重要であります。様々な分野での現代的な機械を製造する企業

が入るテクノパークということであります。というのが主な分野であります。もう一

度感謝申し上げたいと思います。  
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シャリホフ副首相 

一つお願いがあるのですけれども、伊藤忠さんですね。プレゼンテーションがあり

ましたけれども、帰国いたしましたら具体的にこのプロジェクトをやっているのか、

担当者と確認をしながら、伊藤忠さんの、街路灯の話を具体的に進めていきたいと思

いますので専門家を会わせまして具体的な交渉ができればと思っております。この件

に関しましても私自身このプロジェクトの具体的な情報がわかりませんので、戻りま

したら確認していきたいと思います。  

あと、地震関係のお話がありましたけれども、同じように私たちの方でも非常に関

心を持っている分野です。防災です。アゼルバイジャンのみならず地域全体と致しま

して、日本防災プラットフォームに関しても非常に関心のあるプロジェクトでござい

ます。ですので、非常事態省がございますのでそちらの方から具体的に何か話を進め

ていただければと思います。何か他にご質問はありますでしょうか。  

 

小林会長 

街路灯については、来月、３月にバクー市のプレゼンテーションでお話をさせてい

ただきました。  

 

シャリホフ副首相 

いらっしゃるときには私の方にも是非ご連絡ください。大使の方、私達もご連絡を

頂きまして参加したいと思いますので。しっかりとしたレベルで関与していきたいと

思いますので、是非ご連絡をお願いします。  

次官の方から情報通信の話があったわけですが、SOCAR 社長の方からも詳細なプロ

ジェクトの話がありました。日本の企業に対しまして是非参加して頂きたいとプロジ

ェクトの話もありました。世界中で日本企業は非常に最先端の企業でございますので、

是非具体的に参加して頂きたいと思うのですが、ご関心のほどいかがでしょうか。  

パイプラインンのバクー～トビリシ～ジェイハンの時と同じように、是非友人の皆

様に高ファイナンシング、いろいろな面での参加をお願いしますというようなことを

申し上げましたけれど、あのような形できちんとしたアピールをしなければならない

でしょうか。あのプロジェクトよりももっと規模の大きなプロジェクトが出てきてお

りますが、まだ日本側からは何も具体的なリアクションもございませんので非常に不

安になっています。ジョークでいっているのではありません。真剣に答えてください。  
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小林会長 

まず、副首相は明日まで滞在されて、明後日に離日だと聞いております。既に先ほ

ど私ども経済委員会のみならず日本の様々な企業がいろいろと個別にプロジェクトを

やったり、情報を持っております。個別に話をするところもあるし、今日お話を聞い

て更に、この省、機関、この会社のこの人、ということで明日も含めましていろいろ

コンタクトをしてお話を進めていただきたいと思います。それから先程の TANAP、TAP

等についてはまだ私のところまで全然情報が回っていませんけれども、たぶん、興味

のある会社が検討させていただいて、SOCAR か経済産業省か副首相に直接か、入札な

のでしょうか、コンタクトさせていただくことになると思います。  

 

シャリホフ副首相 

ありがとうございます。まず、入札についてはこの経済合同委員会でお話しするこ

とではなくて、落札するのは競争心に基づいて落札するわけなのですけれども、私が

先ほど申し上げたのは、全体的に何をやっていけるのかではなく、例えば SOCAR の副

社長から具体的なプロポーザルがございました。是非皆さんに来ていただきたいとい

うご意見がございました。ですからお願いですから心から誠意をもってそれを検討し

ていただきたいと思います。そしてこの呼びかけに答えていただきたいと思います。

非常に大きなプロジェクトです。私どもは膨大な大きなプロジェクトに他でもない日

本に参加して頂きたいと考えているわけです。ですからバクーに来ていただいてナシ

ロフさんに具体的な質問を出してください。そして SOCAR プロジェクトについては副

社長に直接お話をしていただくことになると思います。SOCAR の彼がこの担当の窓口

です。  

それからその他の官庁、例えば通信、インフラ、IPA 省についても先月大臣がいまし

た。そして皆様の方からもいらっしゃいました。それからこれは高ファイナンシング、

それからシェア、権益の参加、例えばもちろんこれが入札に参加していただくのは別

の問題ですけれども、いずれにしろそこで出てきた具体的なプロポーザルについて真

剣に検討しいていただきたいと思います。それから代替エネルギーについても同じで

す。ぜひご興味のある皆さん、お話を検討して頂いて私どもの大使館で準備いたしま

すので、確認していただいて、具体的な討議に入っていただきたいと思います。そし

て例えば官庁レベルで何かお手伝いすることになりましたら日本も同じ官庁レベルで

私の方でお話をさせていただきますが、その部分によっては在京アゼルバイジャン大

使館を通じていろいろと準備していきたいと思いますので、是非皆様の具体的な検討

をお願いしたいと思います。  
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吉田副会長 

副会長の吉田と申しますが、副首相のおっしゃったこと、それからバダロフさんが

おっしゃった件で、再生エネルギーについて基本的に日本は興味があると思いますが、

アゼルバイジャンの場合は日本より風が強い。たぶん日照時間も長いので太陽光でも

だいぶ競争力があると思います。その場合に皆さんお知りになりたいと思うのですが、

作った電気をいくらくらいの値段でどなたがお買い上げになるのか。ちょっとその辺

のところを分かれば教えていただきたいと思います。  

もう一つ質問がありまして、スムガイトのインダストリアルパークは、参加した企

業は、いわゆる、元々の安いガス、安い石油のメリットを享受できるのかできないの

か教えてください。  

 

サファロフ経済産業省次官 

大変重要で興味深いご質問をありがとうございます。プレゼンテーションの中で発

言いたしましたように日本企業にインダストリアルパークのレジデント（入居企業）

になってほしいというのが私たちの気持ちです。今副首相も申しあげましたけれども

日本のケミカル企業に、アゼルバイジャンに来ていただきたい。具体的にこのプロジ

ェクトを管轄しているのは我が国の経済産業省であります。  

そしていくつもの複合的な理由もありまして、まずインダストリアルパークの魅力

ですけれども、現地の原材料というものであります。このスムガイト地区であります

けれども SOCAR、アゼルヒミヤに隣接していることができると思います。同じ地区、

地域にあるわけです。大変簡潔に答えるとなれば次のようになります。  

アゼルバイジャンにおいては国内価格と輸出価格には数倍の開きがあります。電力

に関しても、燃料に関しても、ガスに関してもその他の石油製品に関してもでありま

す。これをまず申し上げたいと思います。例えば伊藤忠の方はご存知だと思います。

あるいは他の企業、例えば三井、三菱といった企業、アゼルバイジャンですでに何年

も仕事している方はよく御存じです。ガスは国内価格と輸出価格とに、数倍の開きが

あります。当然国内価格の方が安いです。アゼルバイジャンをご存知の方は良くご存

知のはずです。エネルギーの価格ということですね。  

代替エネルギーは誰が買うかということですけれども。まず申し上げたいのは我が

国の国営企業、国家の保障は出しません、出せません。購入に関して、例えばこうい

う値段でエネルギーを作ったらエネルギーをこういう値段で買いますといった約束は

できません。我が国の規則でありますけれども次のような形になります。代替エネル

ギーに関してはある町、あるいはある市町村に関して同じ kW 当たりの値段で実行し

なければならないということであります。では補足をお願いします。  
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バダロフ代替再生可能エネルギー庁長官 

ご質問ありがとうございます。とても良い質問です。アゼルバイジャンに向けての

みならずこの分野全体への良い質問であります。私たちはまず具体的な経験に学ぶと

いうことから始めました。まず勉強から始めました。代替エネルギーの活用、これは

単なる流行ではありません。例えば世界でやっているから我が国でもやろうというよ

うなスタンスでは決してないわけです。私たちは国家レベルで３年間にわたって実験

を行いました。その結果代替エネルギーでどこで発電できるのか絞りました。詳細を

オープンにすることは難しいわけであり、ご希望があれば現在私達に国家から、ある

いはアゼルバイジャン電力で提示されている価格ネットというものがありますので、

それを住民あるいは企業に対して提供する６カペイカ、１ドルセントですね。これは

ノーマルな価格でありまして私たちも満足するものであります。日本の技術になぜ関

心を持ったかということでありますけれども特に風力に関してですけれども、これは

日本で起きた津波の悲劇の後でありますけれども、現状よりも安い価格で電力を供給

できるということになりまして、我が国においてもそれが風力によって実現できるか

もしれません。といいますのは私達は１種類、２種類に限定しておるわけではないか

らです。以上が答えです。ありがとうございます。  
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＜閉会挨拶＞ 

シャリホフ副首相 

 

繰り返しになりますが、今日の会議の参加者の皆様にお礼を申し上げたいと思いま

す。外務省の皆様、そしてこの会議の準備・運営をしてくださった皆様に心から感謝

を申し上げます。友人の皆様全員に感謝を申し上げます。会議に参加してくださった

方皆様にお礼を申し上げます。  

今日の会議でありますけれどもこれまでの会議と違いがあります。まず第一の違い

は、ここ直近の６年、７年で初めて具体的分野を挙げているわけです。非エネルギー

セクターの具体的なセクター名を挙げて日本企業の皆さんに参加してほしい、視野を

持ってほしいということで呼びかけています。これは我が国の産業におけるプライオ

リティの高い分野であります。近いうちに友人である日本企業の皆様、日本の政府、

国家の政府機関がこういった重要な分野に参加してくれると信じています。そうする

ことがアゼルバイジャンにとっても日本にとっても利益になります。そしてお礼を加

えて皆様に申し上げたいと思います。皆様のご健康、ご多幸をお祈り申し上げます。

どうもありがとうございました。  
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小林会長 

 

それでは最後に私から閉会のご挨拶をしたいと思います。尊敬するシャリホフ副首

相、ご列席の皆様。閉会にあたり、一言ご挨拶申し上げます。  

本日は多数の両国のご出席の皆さんのもと、大変実りの多い討議と情報交換が行わ

れ、非常に充実した会議だったと思います。アゼルバイジャン側の代表者より、政府

間協力プログラムを含むアゼルバイジャンの経済発展への支援、そしてエネルギー分

野、非エネルギー産業を含めた、様々な産業分野における協力関係におけるご提案を

具体的にいただきました。これらに関しましては、民間企業に関しましては参入可能

な件につきましては実際のビジネスに結びつくよう積極的に努力をしてまいりたいと

思います。  

また、政府間協力案件に関しましては本日ご出席賜りました日本政府関係者の皆様

には直接お伝えすることができましたし、また農業等他の関連省庁に対しましては、

後ほどお伝えしたいと思います。また日本側からも様々な報告をさせていただきまし

たけれども報告案件を含めまして、今後とも日本とアゼルバイジャンとの協力関係に

おきましてご関心。ご質問等ございましたら、先ほども申しあげました通り、是非、

日本アゼルバイジャン経済委員会事務局あるいは在日アゼルバイジャン大使館に直接

コンタクトをお願いしたいと思います。  

日本側議長と致しまして、また、日本アゼルバイジャン経済委員会会長と致しまし

て、改めてご列席の皆様のご協力に関して感謝を申し上げますとともに、シャリホフ

副首相はじめ、今回来日されましたアゼルバイジャン日本経済協力国家委員会のスタ

ッフの皆様に心より御礼申し上げます。  

次回の第９回合同会議までに双方でフォローする作業を継続いたしまして、成功例

を見出していきたいと思います。両国間のさらなる発展を祈りつつ第８回の経済合同

会議のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。  
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